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概　

要

　

『
毛
姓
家
譜
』（
譜
久
村
家
）
は
、
令
和
三
年
度
に
譜
久
村
あ
や
子
氏
名
義
で

当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
資
料
で
あ
り
、『
氏
集　

首
里
那
覇
』（
注
１
）
の
九
番
‐

一
〇
〇
六
に
当
た
る
（
注
２
）。
こ
れ
ま
で
、
那
覇
市
や
沖
縄
県
に
よ
る
家
譜
収

集
事
業
に
お
い
て
実
物
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
家
譜
で
あ
る
。後
述
す
る
が
、

一
七
五
五
年
か
ら
一
七
五
九
年
ま
で
三
司
官
を
務
め
た
浦う

ら

添そ
え

安あ
ん

臧そ
う

（
毛も

う

文ぶ
ん

和わ

）
を

輩
出
し
た
家
で
あ
り
、
そ
の
経
歴
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
家
譜
は
、
世
系
図
に
「
首
里
之
印
」
の
朱
方
印
が
押
さ
れ
た
家
格
護
の
家
譜

で
あ
る
。
元
祖
（
立
口
）
は
、
首
里
四
大
士
族
の
ひ
と
つ
で
あ
る
毛
姓
・
新あ

ら

城
ぐ
す
く

安あ
ん

基き

か
ら
数
え
て
七
世
の
池い

け

城
ぐ
す
く

安あ
ん

憲け
ん

の
三
男
に
当
た
る
八
世
・
安あ

ん

常
じ
ょ
う

で
あ
る
。
そ
の

後
、
本
家
譜
の
系
図
に
は
十
四
世
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
八
世
・

安
常
、
九
世
・
安あ

ん
き

、
九
世
（
十
世
）・
安
臧
の
３
名
の
経
歴
を
掲
載
し
た
。

　

元
祖
（
立
口
）
の
安
常
（
毛も

う

龍
り
ゅ
う

圖と

）
は
、
尚

し
ょ
う

質し
つ

王
世
代
の
一
六
五
九
年
に
生
ま

れ
、
尚

し
ょ
う

敬け
い

王
世
代
の
一
七
〇
九
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
職
歴
は
、
カ
タ
カ
シ
ラ

を
結
う
前
に
御
書
院
若
里
之
子
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
一
六
七
四

年
に
元
服
し
た
後
、
翌
年
に
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
、
そ
の
後
さ
ら
に
位
階
を
上
げ
て

首
里
王
府
の
外
交
や
内
政
に
関
わ
る
職
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
元
服
後
の
主

な
職
歴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
一
六
七
六
年
、
当
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
一
六
七
八
年
に
病
の
た
め
辞
め
る
。

　
　

＊
一
六
七
七
年
、
真
和
志
間
切
真ま

嘉か

比び

地
頭
職
を
拝
授
す
る
。

② 

一
六
八
〇
年
、
琉
球
国
王
で
あ
っ
た
尚
質
の
十
三
回
忌
の
た
め
、
御
茶
御
殿
当

と
な
る
。

　
　

＊
同
年
、
名
を
亀か

め

田だ

と
改
め
る
。

③
一
六
八
一
年
、
当
職
に
復
職
す
る
。

④ 

一
六
八
二
年
、
修
作
真
嘉
比
川
矼
奉
行
と
な
り
、
一
カ
月
程
度
で

成
し
遂
げ
る
。

　
　

＊
翌
年
、
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

⑤
一
六
八
三
年
、
山
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

　
　

＊ 

そ
の
前
に
同
年
、
北
谷
間
切
野の

里ざ
と

地
頭
職
を
転
授
す
る
。

　
　

＊
一
六
八
六
年
、
申
口
座
の
位
に
陞
る
。

⑥ 

一
六
八
八
年
、
薩
摩
藩
主
・
島し

ま

津づ

綱つ
な

貴た
か

が
少
将
の
位
に
陞
る
こ
と

を
祝
う
使
者
の
附
役
を
務
め
た
。

⑦
一
六
九
〇
年
、
御
系
図
中
取
と
な
る
。

⑧
一
六
九
二
年
、
申
口
方
吟
味
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

⑨ 

一
六
九
五
年
、
寛
陽
院
の
一
周
忌
を
弔
う
使
者
と
な
り
、
薩
摩
藩

で
公
務
を
終
え
て
翌
年
帰
国
す
る
。

⑩ 

一
六
九
六
年
、
御
物
奉
行
職
に
転
任
す
る
。

⑪ 

一
六
九
八
年
、
御
鎖
側
職
に
転
任
す
る
。
同
年
、
進
貢
の
耳
目
官

を
務
め
、
福
州
か
ら
北
京
に
赴
い
て
皇
帝
に
朝
見
し
、
翌
年
帰
国

し
た
。

⑫ 

一
七
〇
〇
年
、進
貢
使
の
帰
国
を
報
告
す
る
た
め
薩
摩
藩
に
赴
い
た
。

　
　

＊
同
年
、
紫
冠
に
陞
る
。

⑬
一
七
〇
一
年
、
高
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

⑭
一
七
〇
三
年
、
女
官
糺
並
に
内
裏
言
葉
寄
主
取
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

　
　

＊
翌
年
、
北
谷
間
切
濱は

ま

川が
わ

地
頭
職
を
転
授
す
る
。

⑮
一
七
〇
七
年
、
寺
社
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

　

安
常
は
外
交
面
に
お
い
て
、
薩
摩
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
や
進
貢
使

節
の
正
使
に
当
た
る
耳
目
官
も
務
め
た
。
一
方
、
首
里
王
府
の
内

政
面
で
も
位
階
を
上
げ
、
旅
役
を
務
め
て
重
役
を
担
う
よ
う
に
な
っ

た
。
首
里
王
府
の
行
政
機
関
の
中
枢
で
あ
る
下
御
座
の
申
口
方
や
物

奉
行
方
の
吟
味
役
（
次
官
）、
御
物
奉
行
や
御
鎖
之
側
（
長
官
）
を

務
め
、
親
方
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
高
奉
行
職
や
女
官
糺
並
に
内
裏
言
葉

　
　
　

［
資
料
紹
介
］

『
毛
姓
家
譜
』（
譜
久
村
家
）
に
つ
い
て
（
一
）
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寄
主
取
、
寺
社
奉
行
職
を
務
め
た
。

　

し
か
し
、
安
常
の
長
男
で
あ
る
九
代
・
安

（
毛も

う

仁じ
ん

傑け
つ

）
は
、
カ
タ
カ
シ
ラ
を
結

う
前
か
ら
下
庫
理
や
書
院
の
小
赤
頭
を
務
め
て
若
里
之
子
の
位
階
を
受
け
、
元
服

後
も
黄
冠
の
位
と
な
り
、
下
庫
理
当
職
を
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
一
七
〇
八
年
に
数
え

二
十
九
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
九
代
・
安

の
長
男
で
あ
り
八
代
・

安
常
の
孫
に
当
た
る
十
代
・
安
臧
が
九
代
と
し
て
安
常
の
後
を
継
い
だ
。
そ
の
経
緯

は
世
系
図
や
紀
録
に
示
さ
れ
て
い
る
。
世
系
図
で
は
、
九
世
・
安

の
子
で
あ
る
十

世
・
安
臧
の
名
が
九
世
と
十
世
の
二
カ
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
八
世
・
安
常
よ
り

も
先
に
九
世
・
安
寄
が
逝
去
し
た
こ
と
か
ら
、
十
世
・
安
臧
が
八
世
・
安
常
を
継
承

す
る
た
め
、
九
世
の
欄
に
繰
り
上
が
っ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
安
臧
の
長

男
・
安あ

ん

恒こ
う

は
十
世
、
そ
の
子
で
あ
る
安あ

ん

輝き

は
十
一
世
と
し
て
整
理
さ
れ
た
。

　

な
お
、
世
系
図
で
は
唐
系
格
の
形
式
が
採
用
さ
れ
、
各
者
の
順
序
が
「
世
」
で
記

さ
れ
て
い
る
が
、
紀
録
で
は
「
代
」
が
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
和
系
格
の
名
残

が
あ
る
。
本
家
譜
で
は
、
後
の
仕
次
で
世
系
図
が
和
系
格
か
ら
唐
系
格
へ
改
訂
さ
れ

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
注
３
）。

　

さ
て
次
に
、
八
代
・
安
常
の
跡
目
を
継
い
だ
九
代
・
安
臧
（
毛
文
和
）
の
記
事
を

紹
介
し
た
い
。
安
臧
は
、
尚

し
ょ
う

貞て
い

王
世
代
の
一
六
九
七
年
に
生
ま
れ
、
尚

し
ょ
う

穆ぼ
く

王
世
代
の

一
七
五
九
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
本
家
譜
の
中
で
最
も
豊
富
な
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
元
服
前
か
ら
外
交
面
で
活
躍
し
、
内
政
面
で
も
首
里
王
府
の
重
職
で
あ
る

三
司
官
ま
で
務
め
た
。
ま
た
、
親
方
ク
ラ
ス
の
最
高
位
で
あ
る
紫
地
浮
織
冠
の
位
も

賜
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
左
記
の
と
お
り
主
な
職
歴
を
列
記
す
る
。

①
一
七
〇
九
年
、
御
書
院
小
赤
頭
と
な
る
。

　
　

＊ 

そ
の
前
に
同
年
、
祖
父
安
常
の
家
統
を
継
ぐ
。
ま
た
一
七
一
一
年
、
若
里
之

子
と
な
る
。

② 

一
七
一
一
年
、
薩
州
に
赴
く
尚
敬
の
御
小
姓
と
な
る
が
、
琉
球
国
王
・
尚

し
ょ
う

益え
き

が
逝

去
し
尚
敬
が
即
位
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
中
止
。

③
一
七
一
二
年
、
再
び
御
書
院
御
小
姓
と
な
る
。

④ 

一
七
一
三
年
、
楽
童
子
と
な
り
、
翌
年
に
か
け
て
徳と

く

川が
わ

家い
え

継つ
ぐ

と
尚
敬
の
即
位
に
係

る
江
戸
立
を
し
た
。　

　
　

＊
一
七
一
五
年
、
敧
髻
を
結
う
。
ま
た
一
七
一
六
年
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

⑤
一
七
二
〇
年
、
御
書
院
御
物
当
と
な
る
。　

＊
同
年
、
当
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

⑥ 

一
七
二
三
年
、
病
の
た
め
辞
職
す
る
が
、
一
七
二
四
年
に
復
職
し
、
寺
社
中
取
と

な
る
。　

＊
同
時
に
、
座
敷
に
叙
さ
れ
る
。

⑦ 

一
七
二
五
年
、
毛
氏
先
の
聞
得
大
君
加
那
志
の
三
年
回
忌
に
よ
り
、
御
法
事
当
と

御
茶
御
殿
当
と
な
る
。　

＊
寺
社
中
取
も
兼
務

⑧
一
七
二
八
年
、
御
書
院
当
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

⑨
一
七
三
三
年
、
御
物
奉
行
吟
味
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

⑩ 

一
七
三
七
年
、
申
口
方
吟
味
職
に
転
任
す
る
。
同
年
、
乾け

ん

隆
り
ゅ
う

帝
即
位
の
慶
賀
使
派

遣
を
薩
摩
に
報
告
す
る
使
者
と
な
る
。

⑪
一
七
三
九
年
、
泊
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。　

　
　

＊
同
年
、
西
原
間
切
小こ

波は

津つ

地
頭
職
を
転
授
す
る
。

⑫
一
七
四
〇
年
、
御
双
紙
庫
理
職
に
転
任
す
る
。

　
　

＊
同
年
、
摩
文
仁
間
切
按
司
掛
の
作
得
と
夫
銭
一
年
分
を
賜
る
。

⑬
一
七
四
一
年
、
御
鎖
之
側
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

⑭
一
七
四
二
年
、
進
貢
使
節
の
耳
目
官
と
な
る
。

　
　

＊
翌
年
、
読
谷
山
間
切
按
司
掛
の
作
得
と
夫
銭
一
年
分
を
賜
る
。

⑮
一
七
四
五
年
、
進
貢
使
節
帰
国
を
報
告
す
る
た
め
、
薩
摩
藩
に
赴
く
。

　
　

＊
同
年
、
紫
冠
に
叙
さ
れ
、
知
行
高
十
斛
を
加
賜
さ
れ
る
。

⑯
同
年
、
御
系
図
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

　
　

＊
同
日
、
恩
納
間
切
按
司
掛
の
作
得
と
夫
銭
一
年
分
を
賜
る
。

⑰
一
七
四
六
年
、
惣
与
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
ま
た
同
年
、
楽
稽
古
奉
行
と
な
る
。

⑱
一
七
四
八
年
、
御
書
院
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。　

＊
楽
稽
古
奉
行
も
兼
務

⑲ 

一
七
四
九
年
、
前
年
の
徳と

く

川が
わ

家い
え

重し
げ

即
位
に
係
る
江
戸
立
の
謝
恩
の
た
め
、
薩
摩
に

赴
い
た
。

⑳ 

一
七
五
〇
年
、
大
与
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
ま
た
同
年
、
大
美
御
殿
大
親
職
に

任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
、
惣
与
頭
職
、
御
書
院
奉
行
職
を
歴
任
す
る
。

㉑�
一
七
五
一
年
、
薩
摩
に
年
頭
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
尚
穆
王
即

位
に
よ
っ
て
江
戸
立
の
謝
恩
副
使
に
転
じ
、
翌
年
一
七
五
二
年
に
江
戸
立
し
た
。

　
　

＊ 

同
年
、
摩
文
仁
間
切
按
司
掛
の
作
得
と
夫
銭
一
年
分
を
賜
る
。
ま
た
江
戸
立

の
公
務
中
、
久
米
具
志
川
間
切
按
司
掛
の
作
得
と
夫
銭
一
年
分
を
賜
る
。
さ

ら
に
翌
年
の
帰
国
直
後
に
は
、
知
行
高
三
十
斛
を
加
賜
さ
れ
る
。

㉒
一
七
五
二
年
、
高
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
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＊
同
年
、
伊
平
屋
島
惣
地
頭
職
（
伊い

是ぜ

名な

と
称
呼
）
を
転
授
す
る
。

㉓�

一
七
五
四
年
、
御
書
院
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
、
中
城
御
殿
大
親
職
に
任

ぜ
ら
れ
る
。

㉔
一
七
五
五
年
、
法
司
職
（
三
司
官
）
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

　
　

＊ 
同
日
、
知
行
高
三
百
二
十
斛
を
加
賜
さ
れ
、
ま
た
、
米
六
十
斛
を
幇
賜
さ
れ

る
。
ま
た
駕
籠
に
乗
っ
て
登
城
す
る
を
許
さ
れ
る
。

㉕�

同
年
、
聞
得
大
君
御
殿
惣
大
親
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
ま
た
同
日
、
中
城
御
殿
惣
大

親
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
兼
ね
て
、
翌
年
の
冊
封
正
使
・
全ぜ

ん

魁か
い

、
副
使
・
周

し
ゅ
う

煌こ
う

の
来
琉

に
係
る
冠
船
御
用
意
の
事
の
総
理
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

　
　

＊
一
七
五
六
年
、
浦
添
間
切
惣
地
頭
職
を
転
授
す
る
。

㉖
一
七
五
六
年
、
御
物
座
と
な
る
。

　
　

＊
一
七
五
七
年
、
冊
封
典
礼
全
竣
に
よ
っ
て
紫
浮
織
冠
位
に
陞
る
。

　

外
交
面
で
は
、
薩
摩
・
江
戸
・
中
国
へ
の
旅
役
を
何
度
も
務
め
た
様
子
が
わ
か
る
。

特
に
、
江
戸
へ
派
遣
さ
れ
た
琉
球
使
節
に
関
す
る
職
務
は
比
較
的
多
い
。
数
え
十
七

歳
の
時
、
徳
川
将
軍
・
家
継
の
即
位
に
係
る
慶
賀
と
琉
球
国
王
・
尚
敬
の
即
位
に
係

る
謝
恩
の
使
節
団
の
楽
童
子
に
任
命
さ
れ
、
翌
一
七
一
四
年
に
派
遣
さ
れ
公
務
を
終

え
た
。
こ
の
時
の
安
臧
は
濱
川
里
之
子
で
あ
る
。
こ
の
使
節
団
に
は
、
座
楽
を
総
括

す
る
楽
生
と
し
て
、
後
に
組
踊
を
創
作
す
る
玉た

ま

城
ぐ
す
く

朝
ち
ょ
う

薫く
ん

が
参
加
し
て
い
た
。
本
家
譜

に
朝
薫
の
名
が
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
、
一
七
一
三
年
十
一
月
十
五
日
、
薩
摩
藩
主
・

島
津
吉
貴
よ
り
朝
薫
を
始
め
楽
童
子
八
人
に
御
菓
子
一
箱
を
賜
っ
た
記
事
で
あ
る
。

一
方
、
朝
薫
の
家
譜
に
は
、
同
年
十
一
月
十
三
日
、
薩
摩
藩
の
次
期
藩
主
で
あ
る
島し

ま

津づ

継つ
ぐ

豊と
よ

よ
り
鼻
紙
袋
等
を
賜
っ
た
記
事
中
に
、
楽
童
子
八
人
も
含
ま
れ
て
い
る
（
注

４
）。
な
お
、
本
使
節
団
に
は
、
久
米
村
の
程て

い

順
じ
ゅ
ん

則そ
く

が
書
翰
の
責
任
者
で
あ
る
掌
翰

使
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
。
本
家
譜
に
、
島
津
家
と
近
い
関
係
だ
っ
た
公
家
の
近こ

の

衛え

家い
え

熈ひ
ろ

の
使
者
か
ら
書
を
所
望
さ
れ
、
一
七
一
五
年
一
月
十
一
日
に
草
津
、
三
月
に
は

鹿
児
島
で
依
頼
に
応
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
草
津
で
対
応
し
た
こ
と
は
順
則

や
朝
薫
の
家
譜
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
（
注
５
）。
た
だ
し
、
鹿
児
島
で
の
対
応
は
、

朝
薫
の
家
譜
に
は
記
載
が
な
い
。
一
方
、
順
則
の
家
譜
に
は
、
独
り
鹿
児
島
に
滞
在

し
て
画
賛
を
書
い
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
（
注
６
）、
安
臧
も
在
留
し
て
い
た
こ

と
を
本
家
譜
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

渡
唐
と
上
国
後
の
一
七
四
五
年
に
は
紫
冠
の
位
と
な
り
、
親
方
ク
ラ
ス
に
昇
進
し

た
後
、
一
七
五
二
年
に
尚
穆
王
即
位
の
謝
恩
の
た
め
江
戸
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
の

副
使
を
務
め
た
。
こ
の
時
の
正
使
は
今な

帰き

仁じ
ん

朝
ち
ょ
う

忠
ち
ゅ
う

（
後
に
朝

ち
ょ
う

義ぎ

と
改
名
（
注
７
）
で

あ
る
。
往
路
で
久
志
浦（
現
在
の
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
）に
漂
着
し
た
受
難
も
あ
っ

た
（
注
８
）。
記
事
に
は
、
江
戸
立
の
事
前
準
備
と
し
て
、
漢
衣
冠
を
身
に
付
け
て

首
里
城
に
登
り
、
江
戸
で
の
礼
数
や
、
音
楽
・
漢
躍
・
球
躍
等
の
演
習
を
し
た
様
子

が
記
さ
れ
て
い
る
。
各
行
程
は
正
使
・
今
帰
仁
王
子
の
家
譜
の
記
載
事
項
と
お
お
よ

そ
共
通
し
て
い
る
（
注
９
）。

　

加
え
て
安
臧
は
、
一
七
四
六
年
に
楽
稽
古
奉
行
を
務
め
て
い
る
。
一
七
四
八
年
に

派
遣
さ
れ
た
江
戸
立
の
使
節
団
に
参
加
す
る
楽
童
子
等
を
稽
古
・
指
導
し
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
（
注
10
）。
ま
た
、
一
七
四
九
年
に
は
、
江
戸
立
を
無
事
終
え
た
こ

と
を
薩
摩
藩
へ
御
礼
す
る
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
十
八
世
紀
前
半
は
、
ち
ょ
う

ど
徳
川
将
軍
や
琉
球
国
王
の
代
替
わ
り
が
多
く
、
そ
の
機
会
に
遭
遇
し
た
こ
と
も
、

江
戸
に
派
遣
さ
れ
た
琉
球
使
節
と
関
連
す
る
事
項
が
多
く
み
ら
れ
る
要
因
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ま
た
安
臧
は
、
渡
唐
の
旅
役
も
務
め
て
い
る
。
祖
父
の
安
常
と
同
様
に
進
貢
使
節

団
の
正
使
・
耳
目
官
に
な
っ
て
い
る
。
命
を
奉
じ
ら
れ
た
の
が
一
七
四
二
年
三
月
で
、

そ
の
年
の
十
一
月
に
出
航
し
年
を
越
し
て
、
一
七
四
三
年
一
月
に
福
州
琉
球
館
に
到

着
し
た
。
八
月
に
福
州
を
出
発
し
、
十
一
月
に
北
京
に
到
着
、
翌
年
一
七
四
四
年
一

月
に
皇
帝
に
朝
見
し
た（
注
11
）。
北
京
を
三
月
に
出
発
、八
月
に
再
び
福
州
に
到
り
、

九
月
に
は
福
州
琉
球
館
を
離
れ
た
が
、
十
二
月
に
温
州
や
八
重
山
に
漂
着
し
、
年
を

越
し
た
一
七
四
五
年
六
月
に
よ
う
や
く
那
覇
に
戻
っ
た
。
同
月
、
帰
国
早
々
に
進
貢

の
報
告
の
た
め
、
薩
摩
藩
に
向
け
て
旅
立
っ
た
。
こ
の
件
だ
け
で
は
な
く
、
安
臧
は

何
度
も
薩
摩
藩
へ
派
遣
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
一
七
一
一
年
、
ま
だ
世
子
で
あ
っ

た
尚
敬
の
御
小
姓
と
な
り
、
一
七
一
四
年
に
薩
摩
藩
に
赴
く
予
定
だ
っ
た
が
、
琉
球

国
王
・
尚
益
が
薨
じ
尚
敬
が
即
位
し
た
た
め
、
中
止
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
初
め

て
薩
摩
に
赴
い
た
の
は
、
前
記
の
と
お
り
、
一
七
一
四
年
六
月
に
江
戸
立
の
琉
球
使

節
と
し
て
の
と
き
だ
っ
た
。
次
は
一
七
三
七
年
に
中
国
（
清
）
の
乾
隆
帝
の
即
位
に

伴
う
慶
賀
使
の
派
遣
を
報
せ
る
使
者
と
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
記
の
と

お
り
、
一
七
四
九
年
に
江
戸
立
の
御
礼
、
一
七
五
二
年
に
江
戸
立
の
副
使
と
し
て
も

薩
摩
藩
に
赴
い
た
。

　

一
方
、
安
臧
は
内
政
面
で
も
様
々
な
職
に
就
任
し
た
。
順
調
に
位
階
を
上
げ
、
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一
七
三
三
年
三
月
に
数
え
三
十
七
歳
で
首
里
王
府
の
行
政
機
関
の
中
枢
で
あ
る
評

定
所
の
下
御
座
の
御
物
奉
行
吟
味
役
（
物
奉
行
方
の
次
官
の
一
人
）
に
な
る
と
、

一
七
三
七
年
に
申
口
方
吟
味
役
を
務
め
た
。
一
七
三
九
年
に
泊
地
頭
職
、
一
七
四
〇

年
に
御
双
紙
庫
理
職
、
一
七
四
一
年
に
御
鎖
之
側
職
と
い
う
よ
う
に
申
口
方
の
長
官

と
な
り
、
王
府
組
織
の
重
職
を
歴
任
し
た
。
一
七
四
五
年
に
は
紫
冠
に
叙
さ
れ
親
方

ク
ラ
ス
に
陞
り
、
小
波
津
親
方
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
系
図
座
・

惣
与
頭
・
御
書
院
・
大
与
座
・
高
奉
行
等
の
首
里
王
府
各
部
署
の
長
官
で
あ
る
奉
行
職
、

王
家
・
王
族
関
連
の
中
城
御
殿
・
大
美
御
殿
・
聞
得
大
君
御
殿
の
大
親
職
に
も
就
い
た
。

一
七
五
二
年
に
伊
平
屋
島
惣
地
頭
職
を
転
授
し
て
伊
是
名
親
方
と
称
し
、
一
七
五
五

年
九
月
に
数
え
五
十
九
歳
の
時
、
士
の
役
職
で
最
も
高
位
の
三
司
官
の
一
人
と
な
っ

た
。
な
お
、
一
七
五
六
年
に
浦
添
間
切
惣
地
頭
職
へ
転
授
後
に
は
、
浦
添
親
方
と
呼

ば
れ
た
。

　

三
司
官
就
任
後
の
一
七
五
六
年
七
月
、
尚
穆
王
の
冊
封
の
た
め
、
中
国
（
清
）
か

ら
冊
封
使
一
行
が
来
琉
し
た
。
尚
穆
王
世
代
の
最
重
要
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
安
臧

は
三
司
官
を
務
め
つ
つ
、
一
七
五
五
年
か
ら
冠
船
御
用
意
の
事
を
総
理
す
る
臨
時
職

も
兼
ね
て
い
た
。
こ
の
時
の
冊
封
正
使
は
全
魁
、
副
使
は
周
煌
で
あ
る
。
冊
封
使
一

行
が
滞
在
し
た
天
使
館
を
何
度
も
訪
問
し
、
冊
封
使
達
と
交
流
を
深
め
た
様
子
が
記

さ
れ
て
い
る
。
十
二
月
に
は
安
臧
宅
に
冊
封
両
使
を
招
き
、
琉
球
料
理
で
も
て
な
し

た
。
こ
の
冊
封
使
一
行
が
乗
っ
て
き
た
船
は
久
米
島
で
破
損
し
て
貨
物
を
無
く
し
た

者
が
い
た
一
方
、
有
る
者
の
貨
物
を
買
い
上
げ
る
た
め
、
国
相
（
摂
政
）、
法
司
（
三

司
官
）、
総
理
司
（
総
理
唐
栄
司
＝
久
米
村
総
役
の
こ
と
か
。
ち
な
み
に
こ
の
時
の

久
米
村
総
役
は
鄭て

い

秉へ
い

哲て
つ

で
あ
る
）
等
と
困
難
な
状
況
な
が
ら
も
職
務
を
遂
げ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
冊
封
典
礼
を
終
え
た
一
七
五
七
年
、
褒
賞
を
蒙
り
、
親
方
ク
ラ

ス
の
最
高
位
で
あ
る
紫
浮
織
冠
位
に
陞
っ
て
、
紫
地
浮
織
冠
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
中

国
（
清
）
皇
帝
よ
り
拝
領
し
た
水
色
緞
子
一
疋
も
賜
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
安
臧
は
三
司
官
に
な
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
先

行
研
究
で
も
名
前
が
散
見
さ
れ
る
一
方
、
安
臧
の
「
臧
」
の
字
の
表
記
が
安
定
し
て

い
な
か
っ
た
（
注
12
）。
本
家
譜
で
は
「

」 

と
表
記
さ
れ
る
が
、「
臧
」
の
表
記
で

良
い
と
考
え
ら
れ
る
（
注
13
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
司
官
を
務
め
紫
地
浮
織
冠
位
に
昇
っ
た
人
物
の
記
事
を
含
む

家
譜
原
本
が
当
館
の
収
蔵
資
料
と
な
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
る
。
安
臧
が

一
七
〇
九
年
に
祖
父
安
常
よ
り
家
統
を
継
い
で
、
一
七
五
九
年
に
亡
く
な
る
ま
で
の

五
十
年
間
に
は
、
琉
球
国
王
や
徳
川
将
軍
、
中
国
（
清
）
皇
帝
の
代
替
わ
り
が
何
度

も
あ
り
、
使
節
団
の
一
員
や
関
連
す
る
役
職
に
就
い
て
い
た
こ
と
、
長
期
に
渡
っ
て

首
里
王
府
の
重
職
に
次
々
と
就
任
し
て
い
た
こ
と
か
ら
記
事
が
豊
富
に
記
さ
れ
、
安

臧
の
一
生
を
通
じ
て
当
時
の
琉
球
王
国
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
家
譜
の
書

式
で
は
、
基
本
唐
系
格
を
用
い
な
が
ら
も
、
和
系
格
の
頃
の
要
素
が
残
っ
て
お
り
、

書
式
の
変
遷
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
本
家
譜
の
特
徴
で
あ
る
。
本
家
譜
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
安
臧
以
降
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

　

な
お
、
本
家
譜
の
表
紙
・
裏
表
紙
に
は
蜀
江
文
風
の
絹
織
物
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
表
紙
の
「
毛
姓
家
譜
系
図
」
及
び
「
譜
久
村
親
雲
上
」
の
外
題
も
含
め
て
、
琉

球
王
国
時
代
に
仕
立
て
ら
れ
て
か
ら
改
変
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
表
紙
・
裏
表
紙
に
近
い
部
分
ほ
ど
虫
損
が
激
し
い
が
、
全
体
を
通
し
て
中
身
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
資
料
状
態
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
法
量
は

縦
三
一
・
七
㎝
、
横
二
〇
・
五
㎝
、
厚
さ
一
・
三
㎝
。
本
紙
は
六
四
紙
。

　

『
毛
姓
家
譜
』（
譜
久
村
家
）
の
翻
刻
及
び
読
み
下
し
文
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

次
の
凡
例
を
用
い
た
。

・ 

人
物
名
以
外
は
当
用
漢
字
に
改
め
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
立
項
さ
れ
た
人
物
名

は
太
字
で
示
し
た
。
な
お
、
八
代
・
安
常
と
九
代
・
安
寄
の
間
、
九
代
・
安
寄
と

九
代
・
安
臧
の
記
事
の
行
間
は
詰
ま
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
見
や
す
く
す
る
た

め
一
行
開
け
た
。

・ 

脱
字
は
［　

］
で
補
っ
た
。
ま
た
、誤
字
は
「
マ
マ
」
と
記
し
、正
字
を
［　

］
で
補
っ
た
。

・ 

原
文
の
注
釈
と
し
て
小
文
字
で
記
さ
れ
た
文
言
に
つ
い
て
、読
み
下
し
文
は
〈
　
〉

で
表
記
し
た
。

・ 

後
世
に
書
き
足
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
文
字
（
鉛
筆
書
き
）
は
省
略
し
た
。

・ 
読
み
下
し
文
の
年
号
は
西
暦
に
置
き
換
え
て
、
十
干
十
二
支
は
省
い
た
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
（　

）
で
西
暦
を
補
っ
た
部
分
も
あ
る
。

　

本
資
料
の
翻
刻
及
び
読
み
下
し
文
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
当
館
の
田
名
真
之
館

長
よ
り
、
不
明
の
文
字
や
記
事
全
般
、
読
み
下
し
文
の
要
領
等
に
関
し
て
御
教
示
を

得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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（
注
１
）
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
博
物
館
『
氏
集　

首
里
那
覇
』
二
〇
〇
八
年

（
注
２
） 『
氏
集　

首
里
那
覇
』
に
は
、「
元
祖
新
城
親
方
安
基
七
世
池
城
親
方
安
憲

支
流
三
子
毛
龍
國マ

マ

濱
川
親
方
安
常　

毛
氏　

譜
久
村
親
雲
上
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。

（
注
３
） 

田
名
真
之
「
琉
球
家
譜
の
世
立
と
そ
の
意
義
」『
沖
縄
近
世
史
の
諸
相
』

ひ
る
ぎ
社　

一
九
九
二
年

（
注
４
） 「
向
姓
家
譜
（
辺
土
名
家
）」
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
『
那
覇
市
史
』

資
料
篇
第
一
巻
七　

家
譜
資
料
三
（
首
里
系
）
一
九
八
二
年

（
注
５
） 

沖
縄
県
教
育
委
員
会
『
８　

沖
縄
県
史
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版　

近
世
②　

江
戸

上
り
～
琉
球
使
節
の
江
戸
参
府
～
』
二
〇
〇
一
年

（
注
６
） 「
程
氏
家
譜
（
六
世　

程
泰
祚
）」
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
『
那
覇
市

史
』
資
料
篇
第
一
巻
六　

家
譜
資
料
二
（
下
）
一
九
八
〇
年

（
注
７
） 「
向
姓
家
譜
（
具
志
川
家
）」
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
『
那
覇
市
史
』

資
料
篇
第
一
巻
七　

家
譜
資
料
三
（
首
里
系
）
一
九
八
二
年

（
注
８
） 

た
だ
し
、
正
使
・
今
帰
仁
朝
忠
や
楽
師
を
務
め
た
毛も

う

維い

基き

の
家
譜
に
は
坊

津
、
儀
衛
正
を
務
め
た
鄭
秉
哲
の
家
譜
に
は
牛
深
に
漂
着
と
あ
る
。

（
注
９
）
注
７
と
同
じ

（
注
10
） 

徳
川
将
軍
と
な
っ
た
徳
川
家
重
の
慶
賀
使
と
し
て
、
具ぐ

志し

川か
わ

朝
ち
ょ
う

利り

を
正
使

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
。

（
注
11
）
毛も

う

弘こ
う

盛せ
い

の
家
譜
に
は
、安
臧
の
名
が
出
て
く
る
と
「
家
譜
年
表
（
重
要
事
項
）

乾
隆
七
年
（
一
七
四
二
）
尚
敬
三
十
年
」（
那
覇
市
役
所
企
画
部
市
史
編

集
室『
那
覇
市
史
』資
料
篇
第
一
巻
五　

一
九
八
一
年
）に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
注
12
）
眞
境
名
安
興
『
沖
縄
一
千
年
史
』
沖
縄
新
民
報
社　

一
九
二
三
年
等

（
注
13
） 

田
名
真
之
館
長
の
指
摘
。
ま
た
、『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
「
臧
」
に
「
よ
い
（
善

い
）」
の
意
味
が
あ
る
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「首里古地図（部分）」（沖縄県立図書館蔵、CC BY 4.0）の「山
川村」には、「野里親方」と記載されており、八代・安常を示
していると考えられる。

「江戸上り行列図
（ 題 琉 球 使 朝 貢
図）」（沖縄県立博
物館・美術館蔵）
は、1752年 に 江
戸立した使節団を
描いたとされる。
この絵図の内、馬
上の人物が副使・
小波津親方（安臧）
だと考えられてい
る。
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毛
姓
家
譜

　

紀
録

　
濱
川
親
方
安
常

童
名
眞
三
良　

唐
名
毛
龍
圖　

号
雲
章

父
新
城
親
方
安
基
七
代
池
城
親
方
安
憲

母
尚
氏
金
武
王
子
朝
貞
女
眞
鶴
金

順
治
十
六
年
己
亥
九
月
初
六
日
生

 

室
東
氏
知
念
親
方
政
興
女
眞
鍋
康
熙
三
年
甲
辰
四
月
初
九
日
生
乾
隆
十
年
乙
丑
二
月
十
七

日
卒
寿
八
十
二
号
椿
渓

 

長
女
思
武
大マ

マ

［
太
］
金
康
熙
十
八
年
己
未
正
月
二
十
五
日
生
嫁
于
向
氏
田
崎
按
司
朝
崇
同

五
十
八
年
己
亥
三
月
初
五
日
卒
享
年
四
十
一
号
花
岳

長
男
安

尚
貞
王
世
代

康
熙
十
年
辛
亥
八
月
二
十
日
為
御
書
院
若
里
之
子

康
熙
十
三
年
甲
寅
二
月
初
九
日
結
敧
髻

康
熙
十
四
年
乙
卯
十
二
月
初
四
日
叙
黄
冠

康
熙
十
五
年
丙
辰
四
月
十
三
日
任
当
職

康
熙
十
六
年
丁
巳
十
月
十
四
日
拝
授
真
和
志
間
切
真
嘉
比
地
頭
職

康
熙
十
七
年
戊
午
六
月
十
三
日
告
病
辞
当
職

康
熙
十
九
年
庚
申
六
月
初
一
日
因　

尚
質
王
十
三
年
回
忌
為
御
茶
御
殿
当

本
月
初
六
日
恭
聞　

朝
庭
改
名
称
呼
亀
田

康
熙
二
十
年
辛
酉
八
月
十
二
日
再
任
当
職

康
熙
二
十
一
年
壬
戌
八
月
二
十
四
日
奉　

命
為
修
作
真
嘉
比
川
矼
奉
行
二
十
七

日
起
工
九
月
二
十
八
日
告
成
此
時
同
僚
金
氏
上
間
親
方
安
時

康
熙
二
十
二
年
癸
亥
八
月
二
十
日
叙
座
敷

本
年
九
月
二
十
三
日
転
授
北
谷
間
切
野
里
地
頭
職

本
年
十
一
月
三
十
日
任
山
奉
行
職

康
熙
二
十
五
年
丙
寅
十
月
二
十
四
日
陞
申
口
座
位

康
熙
二
十
七
年
戊
辰
二
月
十
二
日
為
恭
賀　

綱
貴
公
陞
少
将
位
事
奉　

命
為
向

氏
越
来
按
司
朝
意
附
役
六
月
初
一
日
那
覇
開
船
初
六
日
到
麑
府
公
事
全
竣
十
月

二
十
七
日
麑
府
開
船
十
一
月
初
四
日
回
国

図　系　世　姓　毛 

八
　
世

十
一
世

十
二
世

十
　
世

九
　
世

安
常

安 
臧

安 

輝

安 思
武
太
金

元
祖
新
城
親
方

　
安
基
七
世
池
城

　
親
方
安
憲
三

　
男

眞 

牛

安 

榮

眞 

鍋

安 

澄

思 

戸

安 

臧

安 

恒

眞 

牛

眞 

鍋

思
武
太

眞
蒲
戸

安 

濟

安 

濟

安 

寅

安 

郁

眞 

鶴

思 

戸

安 

泰

安 

執

安 

懿

眞
呉
勢

思 

戸

思
武
太

眞
嘉
戸

安 

精

安 

章

安 

信

安 

行

思 

戸

十
三
世

十
四
世

女
眞
鶴

十
二
世

十
四
世

十
三
世

安 

執

思
武
太
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康
熙
二
十
九
年
庚
午
正
月
十
五
日
為
御
系
図
中
取

康
熙
三
十
一
年
壬
申
二
月
初
一
日
任
申
口
方
吟
味
職
拝　

朝
之
日
恭
蒙　

聖
上

遣
使
賀
賜
御
玉
貫
一
双

康
熙
三
十
四
年
乙
亥
二
月
二
十
九
日
為
進
香
寛
陽
院
公
一
周
忌
事
奉　

命
為
使

五
月
三
十
日　

尚
益
公
贐
賜
練
蕉
布
一
端
錫
二
双
六
月
初
一
日
於　

王
城
賜
餞

宴
本
日　

尚
純
公
贐
賜
練
蕉
布
一
端
錫
二
双
初
二
日
恭
蒙　

聖
上
遣
使
贐
賜
上

布
二
疋
焼
酎
一
壺
従
内
院
亦
賜
竹
心
香
三
把
紺
島
細
上
布
一
端
上
布
二
疋
焼
酎

一
壺
十
二
日
那
覇
開
船
十
五
日
到
山
川
十
七
日
到
麑
府
朝
見　

綱
貴
公
十
一
月

二
十
九
日
当
一
周
忌
詣
於
福
昌
寺
謹
進
香
于　

御
神
位
翌
年
丙
子
二
月
二
十
八

日
公
務
全
竣
蒙
許
帰
国
此
日
蒙
賜
上
紙
三
十
束
鰹
節
百
塊
二
十
九
日
麑
府
開
船

三
月
二
十
三
日
帰
国

康
熙
三
十
五
年
丙
子
四
月
十
二
日
転
任
御
物
奉
行
職
二
十
四
日
蒙
賜
知
行
高

四
十
斛
拝　

朝
廷
之
日
恭
蒙　

聖
上
賀
賜
御
花
一
籠
御
玉
貫
一
双

康
熙
三
十
七
年
戊
寅
二
月
十
八
日
転
任
御
鎖
側
職
拝　

朝
廷
之
日
恭
蒙　

聖
上

遣
使
賀
賜
御
花
一
籠
御
玉
貫
一
双

本
年
九
月
十
五
日
為
進
貢
事
奉　

命
為
耳
目
官
時
正
議
大
夫
梁
邦
基
内
間
親
雲
上

二
十
五
日
賜
御
茶
飯
十
月
二
十
日
恭
領
表
章
十
一
月
初
三
日
従
内
院
贐
賜
扇
子

三
本
入
三
匣
上
紙
五
束
焼
酎
一
壺
十
二
日　

尚
益
公
贐
賜
練
蕉
布
二
端
錫
二
双

十
三
日
恭
蒙　

聖
上
贐
賜
扇
子
二
本
入
十
五
匣
尺
幾
世
留
十
対
練
蕉
布
三
端
焼

酎
一
壺　

尚
純
公
贐
賜
練
蕉
布
二
端
錫
二
双
二
十
二
日
那
覇
開
船
二
十
六
日
到

怡
山
院
十
二
月
初
六
日
封
堵
称
盤
安
挿
館
駅
次
年
己
卯
六
月
二
十
六
日
賚
捧　

表
章
福
州
起
程
八
月
十
九
日
到
北
京
二
十
日
奉
上　

表
章
於
礼
部
衛マ

マ

［
衙
］
門

二
十
六
日
納
進
貢
物
九
月
十
五
日
朝
見
十
七
日
有
午
門
前
祗
領
欽
賜
国
王
紬
緞

錦
羅
共
五
十
疋
賞
賜
安
常
龍
圖
紬
緞
羅
共
十
三
疋
又
於
礼
部
衛マ

マ

［
衙
］
門
賜
下

馬
宴
上
馬
宴
十
九
日
於
礼
部
主
客
司
衛マ

マ

［
衙
］
門
奉
領　

勅
書
並
咨
文
則
致
起

程
十
二
月
十
一
日
到
于
福
州
館
駅
翌
年
庚
辰
五
月
十
九
日
五
虎
門
開
船
二
十
七

日
帰
国
此
日
登　

城
奉
候　

聖
禧
六
月
初
二
日
恭
奉　

勅
書
復
命
時
与
力
梁
氏
饒

波
筑
登
之
親
雲
上
信
安

康
熙
三
十
九
年
庚
辰
五
月
二
十
七
日
為
稟
明
貢
使
回
国
事
奉　

命
赴
薩
州
十
一

日
領　

御
書
簡
十
二
日　

尚
純
公
及　

尚
益
公
贐
賜
錫
各
二
双
練
蕉
布
各
二
端

二
十
一
日
那
覇
開
船
三
十
日
到
山
川
七
月
初
二
日
到
麑
府
初
五
日
恭
奉　

国
翰

及
献
上
物
件
朝
見　

吉
貴
公
公
務
全
竣
九
月
二
十
三
日
蒙
許
帰
国
此
日
蒙
賜
鰹

節
百
塊
一
匣
十
月
十
三
日
麑
府
開
船
十
八
日
回
国
此
時　

太
守
公
因
在
江
戸
府

不
捧
御
返
簡
而
帰
国
翌
年
十
一
月
其
御
返
簡
到
于
国
来
十
一
月
初
七
日
捧　

御

返
簡
復　

命
与
力
如
前

康
熙
三
十
九
年
庚
辰
十
二
月
初
一
日
陞
紫
冠
加
賜
知
行
高
十
斛
共
計
五
十
斛
拝　

朝
廷
之
日
恭
蒙　

聖
上
遣
使
賀
賜
御
花
一
籠
御
玉
貫
一
双

康
熙
四
十
年
辛
巳
二
月
十
九
日
任
高
奉
行
職

康
熙
四
十
二
年
癸
未
正
月
任
女
官
糺
並
内
裏
言
葉
寄
主
取

康
熙
四
十
三
年
甲
申
八
月
二
十
二
日
転
授
北
谷
間
切
濱
川
地
頭
職

康
熙
四
十
六
年
丁
亥
任
寺
社
奉
行
職

康
熙
四
十
八
年
己
丑
三
月
十
九
日
卒
享
年
五
十
一
出
葬
之
日
蒙　

聖
上
遣
使
祭

賜
御
香
五
本
御
花
一
籠
御
玉
貫
一
双

　
濱
川
里
之
子
親
雲
上
安

童
名
眞
蒲
戸　

唐
名
毛
仁
傑　

号
慈
雲

父
新
城
親
方
安
基
八
代
濱
川
親
方
安
常

母
東
氏
眞
鍋

康
熙
十
九
年
庚
申
四
月
二
十
五
日
生

室
毛
氏
安
里
親
方
安
好
女
眞
牛
康
熙
十
九
年
庚
申
十
二
月
十
六
日
生
同
四
十
六
年
丁
亥
六

月
二
十
日
卒
享
年
二
十
八
号
蓮
台

長
男
安
臧

次
男
安
澄
別
有
家
譜

三
男
安
榮
別
有
家
譜

長
女
眞
鍋
康
熙
四
十
二
年
癸
未
十
二
月
十
七
日
生
嫁
于
向
氏
喜
屋
武
親
方
朝
良
乾
隆
二
十
一
年
丙

子
二
月
十
二
日
卒
享
年
五
十
四
号
浄
心

次
女
眞
牛
康
熙
四
十
五
年
丙
戌
八
月
十
四
日
生
嫁
于
向
氏
惣
慶
里
之
子
親
雲
上
朝
祐
乾
隆
十
八
年

癸
酉
四
月
二
十
九
日
卒
享
年
四
十
八
号
寂
室

尚
貞
王
世
代

康
熙
三
十
一
年
壬
申
八
月
二
十
日
為
下
庫
理
小
赤
頭

康
熙
三
十
二
年
癸
酉
八
月
十
四
日
入
御
書
院
小
赤
頭

康
熙
三
十
四
年
乙
亥
二
月
十
七
日
叙
若
里
之
子
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康
熙
三
十
五
年
丙
子
二
月
十
四
日
結
敧
髻

康
熙
四
十
二
年
癸
未
十
二
月
初
一
日
叙
黄
冠

康
熙
四
十
四
年
乙
酉
十
二
月
初
一
日
任
下
庫
理
当
職

康
熙
四
十
七
年
戊
子
閏
三
月
初
一
日
卒
享
年
二
十
九

　
浦
添
親
方
安
臧

童
名
眞
三
良　

唐
名
毛
文
和　

字
建
中　

号
雲
晴

父
新
城
親
方
安
基
九
代
濱
川
里
之
子
親
雲
上
安

母
毛
氏
眞
牛

康
熙
三
十
六
年
丁
丑
十
一
月
初
七
日
生

室
向
氏
玉
城
按
司
朝
孟
女
思
戸
金
康
熙
三
十
六
年
丁
丑
九
月
二
十
三
日
生
乾
隆
四
十
三
年

戊
戌
十
一
月
十
二
日
卒
寿
八
十
二
号
寿
岳

長
男
安
恒

尚
貞
王
世
代

康
熙
四
十
八
年
己
丑
六
月
初
二
日
継
祖
父
安
常
家
統
拝
授
北
谷
間
切
濱
川
地
頭

職
賜
知
行
高
四
十
斛

康
熙
四
十
八
年
己
丑
十
一
月
初
八
日
為
御
書
院
小
赤
頭

尚
益
王
世
代

康
熙
五
十
年
辛
卯
二
月
初
六
日
叙
若
里
之
子

本
年
恭
蒙　

聖
上
恵
賜
御
太
刀
一
腰
盛
常
紺
島
細
上
布
衣
一
領
島
紬
袷
衣
一
領

本
年
因
甲
午
年　

王
世
子
尚
敬
公
赴
于
薩
州
奉　

命
為
御
小
姓
不
擬　

尚
益
王

薨　

尚
敬
公
登
極
承
祧
因
此
不
赴

尚
敬
王
世
代

康
熙
五
十
一
年
壬
辰
十
月
十
三
日
再
為
御
書
院
御
小
姓

康
熙
五
十
二
年
癸
巳
五
月
二
十
日
為
慶
賀　

公
方
様
継
統
承
祧
又　

聖
上
即

位
謝
恩
事
奉　

命
為
楽
童
子
翌
年
三
月
照
例
賜
緞
子
衣
二
領
繻
子
衣
一
領
綸

子

衣
袴
二
通
金
襴
大
帯
一
條
四
月
二
十
七
日
於　

王
城
奏
楽
時
賜
餞
宴
五
月

初　

二
日
恭
蒙　

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
［
志
］
遣
使
贐
賜
薄
芭
蕉
布
長

巾
一
條
島
練
蕉
布
一
端
錫
一
隻
十
八
日
恭
蒙　

聖
上
遣
使
贐
賜
大
雲
母
紙
三
巻

島
細
上
布
一
端
二
十
三
日
又
蒙
賜
島
細
上
布
衣
一
領
錦
大
帯
一
條
二
十
六
日
随

慶
賀
正
使
尚
氏
與
那
城
王
子
朝
直
謝
恩
正
使
尚
氏
金
武
王
子
朝
祐
那
覇
開
船
六

月
初
九
日
到
麑
府
八
月
十
一
日
朝
見　

大
［
太
］
守
吉
貴
公
十
二
日
詣
福
昌
寺

及
東
照
宮
南
泉
院　

御
神
主
殿
奏
楽
十
六
日
為
首
途
詣
于
諏
訪
明
神
宮
二
十
一

日
賜
御
膳
時
拝
見
乱
舞
二
十
三
日
両
位
王
子
奉
献
御
膳
時
亦
奏
楽
九
月
初
九
日

麑
府
起
身
十
一
月
二
十
六
日
到
江
都
即
日
朝
見　

吉
貴
公
即
賜
御
料
理
十
二
月

初
二
日
始
登　

城
初
四
日
又
登　

城
在
於　

公
方
様
御
前
奏
楽
時
賜
盛
宴
初
六

日
登　

城
恭
蒙
許
帰
之
旨
時
賜
時
服
三
重
白
銀
十
五
枚
初
九
日
詣
于
上
野
宮

十
二
日
在
于　

御
前
様
及　

継
豊
公
御
前
奏
楽
時
蒙　

御
前
様
賜
白
銀
九
十
目

又
蒙　

継
豊
公
賜
金
七
百
疋
十
三
日
因　

吉
貴
公
御
昇
官
楽
童
子
八
員
恭
献
金

千
疋
此
日
復
蒙
朝
見　

継
豊
公
親
以
手
賜
香
服
紗
一
個
香
包
一
個
伽
羅
一
切
鼻

紙
袋
一
個
十
五
日
復
蒙　

吉
貴
公
賜
御
菓
子
一
箱
楽
正
向
氏
玉
城
親
雲
上
朝
薫

並
楽
童
子
八
員
十
六
日
又
賜
盛
宴
時
拝
見
操
十
七
日
朝
見　

継
豊
公
即
賜
黄
応

丸
一
包
十
八
日
恭
蒙　

吉
貴
公
許
帰
十
九
日
朝
見　

継
豊
公
即
賜
小
人
形
数
員

白
羽
二
重
一
疋
二
十
一
日
江
府
起
身
正
月
十
一
日
到
草
津
宿
時
蒙　

近
衙マ

マ［
衛
］

家
熈
公
遣
願
王
院
権
僧
正
令
進
愚
筆
此
時
賜
千
種
香
一
個
合
錦
服
紗
一
箱
二
月

二
十
一
日
到
麑
府
三
月
初
四
日
恭
蒙　

吉
貴
公
許
帰
之
旨
此
日
又
蒙
賜
白
麻
五

束
初
十
日
両
位
王
子
麑
府
開
船
然
而
近
衙マ

マ

［
衛
］
様
有
奉
進
字
書
之
命
因
此
安

臧
与
程
順
則
小マ

マ

［
古
］
波
蔵
親
雲
上
留
在
麑
府
字
書
已
畢
十
五
日
赴
到
山
川
上

于
本
船
十
八
日
彼
津
開
船
四
月
初
一
日
帰
国
本
月
初
六
日
在
於
南
殿
奏
楽

康
熙
五
十
四
年
乙
未
五
月
二
十
一
日
結
敧
髻
拝　

朝
廷
之
日
恭
蒙　

毛
氏
聞
得

大
君
加
那
志
遣
使
賀
賜
御
玉
貫
一
双

康
熙
五
十
五
年
丙
申
六
月
十
五
日
叙
黄
冠
拝　

朝
廷
之
日
恭
蒙　

毛
氏
聞
得
大

君
加
那
志
遣
使
賀
賜
御
玉
貫
一
双

康
熙
五
十
九
年
庚
子
六
月
十
五
日
為
御
書
院
御
物
当
拝　

朝
廷
之
日
恭
蒙　

聖

上
及　

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
遣
使
賀
賜
御
玉
貫
各
一
双

本
年
八
月
十
三
日
叙
当
座
敷
位
拝　

朝
廷
之
日
恭
蒙　

聖
上
及　

国
祖
母
毛
氏

聞
得
大
君
加
那
志
遣
使
賀
賜
御
玉
貫
各
一
双

雍
正
元
年
癸
卯
十
二
月
十
五
日
告
病
辞
役

雍
正
二
年
甲
辰
十
二
月
初
一
日
為
寺
社
中
取
叙
座
敷

雍
正
三
年
乙
巳
六
月
初
三
日
因　

毛
氏
先
聞
得
大
君
加
那
志
三
年
回
忌
為
御
法

事
当
並
御
茶
御
殿
当
時
兼
勤
寺
社
中
取
役

雍
正
六
年
戊
申
六
月
十
八
日
任
御
書
院
当
職
拝　

朝
廷
之
日
恭
蒙　

聖
上
及　
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国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
遣
使
賀
賜
御
玉
貫

各
一
双

雍
正
十
一
年
癸
丑
三
月
初
八
日
任
御
物
奉
行
吟
味
職
拝　

朝
廷
之
日
恭
蒙　

聖

上
及　

国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
遣
使
賀
賜

御
玉
貫
各
一
双

乾
隆
二
年
丁
巳
六
月
十
五
日
転
任
申
口
方
吟
味
職
本
年
八
月
二
十
二
日
為
稟
報

因　

皇
帝
登
極
遣
慶
賀
使
事
奉　

命
為
使
二
十
五
日
奉
領　

国
翰
此
日
恭
蒙　

聖
上
遣
御
物
当
官
贐
賜
大
平
布
二
疋
焼
酎
一
壺
従
内
院
遣
御
近
習
官
又
賜
唐
金

扇
子
四
本
二
箱
嶋
紬
一
端
焼
酎
一
壺
又
蒙　

国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
及　

王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
遣
使
贐
賜
大
官
香
各
五
把
綿
子
各
一
把
焼
酎
砧
各

一
双
二
十
九
日
又
蒙　

聖
上
恵
賜
銀
子
八
百
目
以
補
行
李
九
月
初
七
日
那
覇
開

船
十
月
初
六
日
到
山
川
自
此
陸
路
初
八
日
到
麑
府
十
八
日
奉
呈　

国
翰
及
献
上

物
件
此
時　

太
守
継
豊
公
因
在
江
戸
府
無
朝
見
之
礼
二
十
五
日
登　

城
恭
賀　

又
三
郎
公
御
中
刺
二
十
七
日
詣
于
福
昌
寺
公
務
全
竣
十
一
月
十
一
日
蒙
許
帰
国

此
日
蒙
賜
白
麻
五
束
国
分
煙
草
十
斤
十
八
日
麑
府
開
船
十
二
月
初
六
日
帰
国
復　

命
時
与
力
毛
氏
濱
川
里
之
子
親
雲
上
安
榮

乾
隆
四
年
己
未
二
月
十
四
日
任
泊
地
頭
職
拝　

朝
廷
之
日
恭
蒙　

聖
上
及　

国

母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
遣
使
賀
賜
御
花
一
籠

御
玉
貫
各
一
双

乾
隆
四
年
己
未
六
月
初
八
日
転
授
西
原
間
切
小
波
津
地
頭
職

乾
隆
五
年
庚
申
二
月
二
十
四
日
転
任
御
双
紙
庫
理
職
拝　

朝
廷
之
日
恭
蒙　

聖

上
及　

国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
遣
使
賀
賜

御
花
各
一
籠
御
玉
貫
各
一
双

本
年
十
二
月
十
九
日
蒙
賜
摩
文
仁
間
切
按
司
掛
作
得
并
夫
銭
一
年
分

乾
隆
六
年
辛
酉
六
月
初
十
日
任
御
鎖
之
側
職
拝　

朝
廷
之
日
恭
蒙　

聖
上
及　

国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
遣
使
賀
賜
御
花
各

一
籠
御
玉
貫
各
一
双

乾
隆
七
年
壬
戌
三
月
初
一
日
為
進
貢
事
奉　

命
耳
目
官
時
正
議
大
夫
蔡
用
弼
湖
城
親

雲
上
十
月
初
六
日
賜
御
茶
飯
十
一
月
初
九
日
恭
蒙　

聖
上
遣
使
贐
賜
国
分
烟
草

六
十
把
烟
管
十
五
対
白
麻
五
束
練
蕉
布
三
端
従
内
院
贐
賜
島
細
二
端
中
蝋
二
十

丁
焼
酎
一
壺
又
恭
蒙　

国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
及　

王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司

加
那
志
遣
使
贐
賜
綿
子
各
一
把
白
麻
各
一
束
国
分
煙
草
各
二
十
把
十
三
日
恭
領

表
章
二
十
二
日
上
船
二
十
八
日
那
覇
開
船
到
馬
歯
山
候
風
十
二
月
初
一
日
見
有

順
風
彼
山
開
洋
初
六
日
到
閩
省
之
外
山
翌
年
正
月
初
八
日
到
怡
山
院
二
十
二
日

封
堵
称
盤
安
挿
館
駅
七
月
六
日
在
布
政
司
衙
門
照
例
賜
宴
八
月
十
三
日
賚
捧　

表
章
福
州
起
程
十
一
月
二
十
七
日
到
于
京
城
二
十
八
日
奉
上　

表
章
於
礼
部
衙

門
十
二
月
十
九
日
納
進
貢
物
翌
年
甲
子
正
月
初
一
日
朝
見
二
月
二
十
四
日
在
午

門
前
祗
領
賞
賜　

国
王
錦
緞
紗
羅
等
八
十
疋
賜
文
和
綵
緞
六
疋
裏
四
疋
羅
四

疋
紡

二
疋
絹
二
疋
共
計
十
八
疋
又
賜
従
人
九
名
毎
名
毛
青
布
六
疋
此
日
往
礼

部
主
客
司
衙
門
奉
領　

勅
書
并
咨
文
嗣
後
於
礼
部
衙
門
賜
下
馬
宴
於
公
館
賜
上

馬
宴
三
月
初
四
日
京
城
起
身
六
月
初
十
日
到
于
福
州
此
時
恭
蒙　

聖
上
寄
賜
昆

布
二
十
五
斤
従
内
院
寄
賜
扇
子
十
握
二
箱
杦
原
二
束
一
箱
昆
布
五
把
一
箱
鰹
節

五
十
塊
一
箱
醤
油
二
樽
又
蒙　

国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

王
妃
馬
氏
佐
敷

按
司
加
那
志
寄
賜
焼
酎
各
一
鐔
九
月
初
三
日
公
務
全
竣
離
駅
登
舟
十
月
二
十
七

日
五
虎
門
開
洋
無
奈
過
秋
至
冬
無
有
順
風
遂
到
温
州
府
金
郷
十
二
月
初
九
日
彼

郷
開
洋
在
于
中
洋
陡
逢
逆
風
十
三
日
漂
到
八
重
山
翌
年
五
月
二
十
五
日
彼
山
開

洋
六
月
初
二
日
到
那
覇
津
即
登　

城
奉
候　

聖
禧
初
五
日
上
勅
書
復　

命
時
与

力
隆
氏
當
間
筑
登
之
親
雲
上
元
宣

乾
隆
八
年
癸
亥
十
二
月
二
十
四
日
蒙
賜
読
谷
山
間
切
按
司
掛
作
得
并
夫
銭
一
年

分
時
安
臧
在
中
華

乾
隆
十
年
乙
丑
二
月
二
十
六
日
因
焼
房
屋
恭
蒙
恵
賜
銀
両
五
貫
目
此
時
安
臧
在
于

中
華
未
致
回
棹

本
年
六
月
初
三
日
為
稟
明
貢
使
回
国
事
奉　

命
赴
麑
府
初
五
日
奉
領　

国
翰
此

日
恭
蒙　

聖
上
遣
御
書
院
当
官
贐
賜
大
平
布
二
疋
焼
酎
一
壺
従
内
院
遣
御
近
習

官
又
贐
賜
大
官
香
五
把
白
細
上
布
一
端
焼
酎
一
壺
又
蒙　

国
母
毛
氏
聞
得
大
君

加
那
志　

王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
遣
使
贐
賜
大
平
布
各
一
疋
練
蕉
布
各
二

端
焼
酎
砧
各
一
双
初
十
日
於
南
宮
賜
餞
宴
十
六
日
那
覇
開
船
二
十
二
日
到
麑
府

七
月
十
八
日
登　

城
賚
奉　

国
翰
及
献
上
物
件
朝
見　

大マ
マ

［
太
］
守
継
豊
公

二
十
六
日
詣
于
福
昌
寺
八
月
初
四
日
拝
謁　

宗
信
公
公
務
全
竣
十
一
月
初
四
日

蒙
許
帰
之
旨
此
日
蒙
賜
国
分
烟
草
十
斤
白
麻
七
束
二
十
三
日
捧　

御
返
翰
麑
府

開
船
十
二
月
十
二
日
帰
国
十
五
日
捧　

御
返
翰
復　

命
時
与
力
隆
氏
當
間
筑
登
之
親

雲
上
元
宣
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乾
隆
十
年
乙
丑
十
二
月
十
八
日
叙
紫
冠
加
賜
知
行
高
十
斛
共
計
五
十
石
拝　

朝
之

日
恭
蒙　

聖
上
及　

国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那

志
賀
賜
御
花
各
一
籠
御
玉
貫
各
一
双

本
日
任
御
系
図
奉
行
職
又
蒙
賜
恩
納
間
切
按
司
掛
作
得
并
夫
銭
一
年
分

乾
隆
十
一
年
丙
寅
閏
三
月
初
五
日
任
惣
与
頭
職

本
年
十
二
月
二
十
日
為
楽
稽
古
奉
行

乾
隆
十
三
年
戊
辰
二
月
十
七
日
任
御
書
院
奉
行
職
拝　

朝
之
日
恭
蒙　

聖
上
及

国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
賀
賜
御
花
各
一
籠

御
玉
貫
各
一
双
時
兼
勤
楽
稽
古
奉
行

乾
隆
十
四
年
己
巳
五
月
十
五
日
為
恭
謝
頼
薩
州
之
照
顧
登
江
府
公
務
全
竣
事
奉

命
為
使
十
九
日
恭
蒙　

聖
上
遣
御
書
院
当
官
贐
賜
大
平
布
三
疋
焼
酎
一
壺
従
内

院
又
蒙
賜
五
爪
龍
紋
大
帯
二
條
又
蒙　

国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

王
妃
馬

氏
佐
敷
按
司
加
那
志
遣
使
贐
賜
大
官
香
各
五
把
綿
子
各
一
把
焼
酎
砧
各
一
双

十
九
日
召
入
南
宮
賜
餞
宴
六
月
初
三
日
那
覇
開
船
十
三
日
到
山
川
二
十
四
日
到

麑
府
七
月
初
九
日
賚
上　

国
翰
及
献
上
物
件
朝
見　

太
守
宗
信
公
十
月
初
三
日

拝
謁
于
福
昌
寺
及
浄
光
明
寺
御
神
位
公
務
全
竣
十
三
日
蒙
許
帰
之
旨
此
日
恭
蒙

　

慈
德
院
公
宗
信
公
謚
名
也
賜
御
茶
五
斤
白
麻
九
束
又
蒙　

継
豊
公
賜
白
麻
三
束

十
一
月
十
八
日
麑
府
開
船
二
十
日
帰
国
復　

命
時
与
力
毛
氏
濱
川
里
之
子
親
雲
上
安
亮

乾
隆
十
五
年
庚
午
二
月
三
十
日
任
大
与
奉
行
職

本
年
三
月
初
八
日
任
大
美
御
殿
大
親
職
拝　

朝
之
日
恭
蒙　

聖
上
賀
賜
御
花
一

籠
御
玉
貫
一
双

本
年
六
月
初
六
日
任
惣
与
頭
職

本
年
十
二
月
二
十
日
任
御
書
院
奉
行
職
拝　

朝
之
日
恭
蒙　

聖
上
及　

国
母
毛

氏
聞
得
大
君
加
那
志　

王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
賀
賜
御
花
各
一
籠
御
玉
貫

各
一
双

尚
穆
王
世
代

乾
隆
十
六
年
辛
未
三
月
二
十
二
日
奉　

命
為
年
頭
慶
賀
使
八
月
十
六
日
因　

王
世
子
尚
穆
承
祧
即
位
転
為
謝
恩
副
使
此
時
正
使
今
帰
仁
王
子
朝
忠
不
能
収
拾
行
李

十
一
月
二
十
六
日
蒙
賜
銭
二
万
貫
十
二
月
初
九
日
又
蒙
賜
摩
文
仁
間
切
按
司
掛

作
得
并
夫
銭
一
年
分
翌
年
四
月
十
九
日
召
入
南
宮
賜
餞
宴
二
十
日
恭
蒙　

聖
上

遣
御
書
院
当
官
贐
賜
大
平
布
三
疋
焼
酎
一
壺
又
蒙　

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加

那
志　

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
各
遣
使
贐
賜
中
官
香
各
五
把
焼
酎
砧
各
一

双
綿
子
各
一
把
二
十
三
日
看マ

マ

［
着
］
漢
衣
冠
進　

城
演
習
赴
江
府
行
礼
数
及
音

楽
漢
躍
球
躍
等
以
備
睿
覧
五
月
初
五
日
加
賜
使
賛
一
員
例
献
御
馬
因
有
圉
師
守
護
其

馬
赴
于
江
府
今
般
蒙
免
献
馬
因
圉
師
不
赴
故
正
副
使
各
加
随
使
賛
一
員
初
六
日
恭
領　

国
翰

十
二
日
蒙　

聖
上
遣
内
官
贐
賜
黒
地
錦
大
帯
一
條
六
月
初
四
日
那
覇
開
船
初
八

日
漂
到
久
志
之
浦
十
二
日
陸
路
啓
行
翌
日
到
琉
仮
屋
七
月
十
八
日
奉
呈　

国
翰

此
時
因
行
江
府
乗
輿
路
楽
之
行
伍
本
日
安
臧
等
照
例
献　

大マ
マ

［
太
］
守
重
年
公
以
寿

帯
香
十
箱
練
蕉
布
十
端
焼
酎
一
壺
又
献　

隅
州
継
豊
公
以
寿
帯
香
十
箱
練
蕉
布

十
端
焼
酎
一
壺
二
十
四
日
拝
謁
大
雄
山
宮
並
南
泉
院
照
例
恭
献
其
宮
并　

御
神

位
大
官
香
各
四
把
此
時
有
奏
音
楽
二
十
五
日
朝
忠
恭
献
御
膳
此
時
奏
音
楽
又
有
漢
躍
球

躍
等
二
十
七
日
蒙
賜
盛
宴
此
時
得
看
囃
子
並
狂
言
等
二
十
九
日
拝
謁
于
福
昌
寺
及
浄

光
明
寺
毎
御
神
位
献
大
官
香
二
把
又
献
開
山
堂
大
官
香
二
把
八
月
初
一
日
進　

城
恭
賀
八

朔
隹マ

マ

［
佳
］
節
時
献　

御
両
殿
公
練
蕉
布
各
五
端
焼
酎
各
一
壺
初
二
日
於
御
下

屋
敷
朝
忠
恭
献
御
膳
于　

隅
州
継
豊
公
此
時
安
臧
拝
見　

継
豊
公
二
十
一
日
照

例
随　

大マ
マ

［
太
］
守
公
拝
謁
諏
訪
宮
此
時
着
漢
衣
冠
乗
輿
而
路
次
楽
行
伍
九
月
十
一

日
随　

太
守
公
麑
府
起
程
十
一
月
初
四
日
到
大
坂
佐
土
原
公
館
初
六
日
蒙
召

入
薩
州
公
館
看
竹
田
絡
並
狂
言
此
時
恩
賜
盛
宴
初
八
日
彼
館
起
身
翌
日
到
伏
見
佐

土
原
公
館
十
二
日
起
程
十
二
月
初
二
日
到
江
府
即
覲　

大マ
マ

［
太
］
守
公
時
賜
盛

宴
十
五
日
随　

大マ
マ

［
太
］
守
進　

城
朝
忠
朝
覲　

太マ
マ

［
大
］
樹
公
朝
礼
已
畢
又

進
西
御
丸
世
子
大
納
言
公
之
殿
十
八
日
随　

大マ
マ

［
太
］
守
公
亦
進　

城
恭
奏
音
楽

時
賜
御
吸
物
三
御
酒
御
盛
合
御
菓
子
御
濃
茶
白
銀
三
十
四
枚
時
服
三
領
此
日
蒙

許
回
之
旨
奉
領　

回
翰
退　

城
又
進
西
御
丸
告
辞
十
九
日
拝
謁
上
野
宮
二
十
一

日
恭
謁
江
府
御
老
中
及
若
御
年
寄
二
十
二
日
参
謁
御
三
家
二
十
三
日
朝
忠
献
御
膳

于　

大マ
マ

［
太
］
守
公
此
日
安
臧
為
使
職
全
竣
之
祝
謹
具
鮮
鯛
一
折
御
樽
一
荷
恭

献　

太
守
公
外
又
献
唐
筆
十
本
紫
銅
香
炉
一
個
即
日
蒙
賜
文
銀
五
枚
二
十
五
日

蒙　

大マ
マ

［
太
］
守
公
召
入
恩
賜
盛
宴
二
十
六
日
又
蒙
召
見
傀
儡
時
賜
盛
宴
公
務

全
竣
二
十
八
日
江
府
起
程
翌
年
正
月
十
八
日
到
伏
見
薩
摩
公
館
二
十
日
起
棹
到

大
坂
佐
土
原
公
館
二
十
八
日
起
錠
三
月
初
一
日
回
到
麑
府
即
進　

城
稟
報
江
戸

公
務
始
終
十
五
日
蒙
許
回
之
旨
即
領　

回
翰
此
日
蒙　

大マ
マ

［
太
］
守
公
賜
御
茶

十
二
斤
白
麻
十
束
二
十
三
日
離
館
登
船
二
十
六
日
麑
府
開
船
翌
日
到
山
川
候
風

四
月
初
五
日
彼
地
放
洋
初
八
日
帰
国
直
進　

王
城
奉
候　

聖
禧
十
八
日
恭
奉　



（11）－ 192 －

回
翰
復　

命
此
日
恭
献
土
産
微
物
此
時
与
力
向
氏
惣
慶
里
之
子
親
雲
上
朝
亮
隆
氏
當
間
筑

登
之
親
雲
上
元
宣
二
十
六
日
安
臧
等
穿
漢
衣
冠
在
於
南
殿
令
楽
童
子
等
為
奏
楽
唐

躍
球
躍
又
於
禁
庭
令
楽
赤
頭
奏
路
次
楽
奉
備　

聖
覧
于
時
恭
蒙
賜
御
茶
御
盛
合

菓
子

乾
隆
十
七
年
壬
申
十
二
月
初
一
日
蒙
賜
久
米
具
志
川
間
切
按
司
掛
作
得
并
夫
銭

一
年
分
此
時
安
臧
在
于
日
本
未
致
回
棹

本
年
四
月
二
十
二
日
加
賜
知
行
高
三
十
斛
共
計
八
十
石
拝　

朝
之
日
恭
蒙　

聖
上

及　

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
遣
使
賀
賜

御
花
各
一
籠
御
玉
貫
各
一
双

本
年
六
月
十
一
日
任
高
奉
行
職

本
年
九
月
十
五
日
転
授
伊
平
屋
島
惣
地
頭
職
称
呼
伊
是
名
拝　

朝
之
日
恭
蒙　

聖

上
及　

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
賀
賜
御

花
各
一
籠
御
玉
貫
各
一
双

乾
隆
十
九
年
甲
戌
正
月
十
九
日
任
御
書
院
奉
行
職
拝　

朝
之
日
恭
蒙　

聖
上
及

国
祖
母
毛
氏
聞
得
太マ

マ

［
大
］
君
加
那
志　

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
賀
賜
御

花
各
一
籠
御
玉
貫
各
一
双

乾
隆
十
九
年
甲
戌
正
月
二
十
一
日
任
中
城
御
殿
大
親
職

乾
隆
二
十
年
乙
亥
九
月
初
八
日
奉　

命
任
法
司
職
加
賜
知
行
高
三
百
二
十
斛
共

計
四
百
斛
又
幇
賜
米
六
十
斛
又
蒙
許
駕
安
駄
十
一
月
初
八
日
拝　

朝
之
日
謹
具

御
花
各
一
籠
御
玉
貫
各
一
双
献
上　

聖
上
及　

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志　

王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
此
日
恭
蒙　

聖
上

遣
御
書
院
奉
行
賀
賜
御
花
一
籠
御
玉
貫
一
双
又
蒙　

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加

那
志　

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志　

王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
遣
紫
冠
大

親
官
賀
賜
御
花
各
一
籠
御
玉
貫
各
一
双

本
年
十
一
月
二
十
四
日
任　

聞
得
大
君
御
殿
惣
大
親
職
十
二
月
初
二
日
謹
具
御

花
一
籠
御
玉
貫
一
双
恭
献
謝
恩
此
日
恭
蒙　

聞
得
大
君
加
那
志
遣
座
敷
大
親
官

賀
賜
御
花
一
籠
御
玉
貫
一
双

乾
隆
二
十
年
乙
亥
十
一
月
二
十
四
日
任
中
城
御
殿
惣
大
親
職
兼
任
総
理
冠
船
御

用
意
之
事

乾
隆
二
十
一
年
丙
子
正
月
初
六
日
為
賀
祝
新
年
事
恭
蒙　

主
上
遣
御
書
院
奉
行

賀
賜
御
花
一
籠
御
玉
貫
一
双
初
九
日
又
蒙　

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
［
君
］
加
那

志　

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志　

王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
遣
座
敷
大
親

官
賀
賜
御
花
各
一
籠
御
玉
貫
各
一
双
嗣
後
為
例
故
屡
不
記

本
年
二
月
二
十
一
日
転
授
浦
添
間
切
惣
地
頭
職
三
月
十
一
日
拝　

朝
之
日
恭
蒙　

聖
上
遣
御
書
院
奉
行
賀
賜
御
花
一
籠
御
玉
貫
一
双
又
蒙　

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大

君
加
那
志　

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志　

王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
遣
座

敷
大
親
官
賀
賜
御
花
各
一
籠
御
玉
貫
各
一
双

乾
隆
二
十
一
年
丙
子
四
月
初
八
日
恭
蒙　

主
上
遣
使
賜
新
熟
麦
粉
一
篭
初
十
日

又
蒙　

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
遣
使
賜

新
熟
麦
粉
各
一
篭
十
二
日　

王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
遣
使
賜
新
熟
麦
粉
一

篭
嗣
後
為
例
故
屡
不
記

本
年
六
月
二
十
三
日
恭
蒙　

主
上
遣
使
賜
新
熟
白
米
一
篭
二
十
四
日
又
蒙　

国

祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志　

王
妃
向
氏
野
嵩

按
司
加
那
志
遣
使
賜
新
熟
白
米
各
一
篭
嗣
後
為
例
故
屡
不
記

本
年
七
月
二
十
六
日
因　

冊
封
典
礼
恭
蒙
賜
金
赤
花
緞
大
帯
一
條

本
年
七
月
初
八
日　

冊
封
正
使
全
魁
副
使
周
煌
賁
臨
于
国
八
月
初
十
日
奉　

命

問
安
之
時
恭
蒙
正
使
賞
賜
花
鳥
之
画
一
幅
譲
郷
一
桂
筆
渋
扇
子
一
握
石
摺
一
張
自

筆
三
張
自
作
之
詩
五
枚
閏
九
月
初
十
日
亦
問
安
又
蒙　

両
位　

天
使
于
敷
命
堂

陪
賜
十
二
碗
之
宴
此
時
副
使
賜
自
筆
三
張
写
自
作
詩
花
鳥
之
絵
寿
平
筆
一
幅
筆
十

枝
十
月
初
四
日　

正
使
遣
使
賜
画
一
幅
雷
翰
筆
自
筆
一
張
扁
額
一
張
筆
十
枝
初

十
日
亦
問
安
又
蒙　

副
使
賜
自
筆
一
張
渋
扇
子
一
握
有
自
筆
字
十
一
月
二
十
五

日
因　

皇
太
后
聖
誕　

天
使
招
入
安
臧
等
于
天
使
館
陪
賜
十
二
碗
之
宴
二
十
七

日
因　

両
位　

天
使
寿
誕
安
臧
等
蒙
招
来
于
館
即
将
千
総
陪
賜
素
麺
之
盛
款

十
二
月
初
十
日
亦
問
安
又
蒙　

正
使
於
敷
命
堂
陪
賜
十
六
碗
之
宴
十
二
日　

両

位　

天
使
遊
玩
于
末
吉
時
駕
臨
敝
宅
恭
進
球
饗
膳
二
十
六
日
又
蒙　

正
使
遣
使

賜
自
筆
二
張
写
自
作
詩
二
十
九
日
又
蒙
遣
使
賜
自
筆
三
張
写
自
作
詩
掛
床
一
対
扇

子
一
握
本
日
又
蒙　

副
使
遣
使
賜
自
筆
一
張
自
筆
掛
床
一
対
自
筆
扁
額
一
張
但

是　

冊
封
宝
舟
在
久
米
山
逢
風
損
破
因
此
無
貨
物
者　

国
王
発
銀
撫
恤
有
貨
物

者
要
為
評
価
奈
何
貨
物
甚
多
無
力
可
致
因
兵
丁
等
甚
致
囉
唆
安
臧
同
国
相
法
司

総
理
司
等
数
次
到
館
拝
見　

天
使
剖
実
稟
明
遂
致
妥
当

本
年
之
冬
因
同
僚
馬
氏
宮
平
親
方
良
廷
為
謝
恩
使
赴
于
中
華
十
月
十
一
日
奉

命
為
御
物
座
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乾
隆
二
十
二
年
丁
丑
四
月
十
二
日
因　

冊
封
典
礼
全
竣
恭
蒙
褒
奨
陞
紫
浮
織
冠

位
十
九
日
遣
御
小
姓
賜
紫
地
浮
織
冠
皮
二
十
二
日
拝　

朝
之
日
謹
具
御
花
一
籠

御
玉
貫
一
双
献
上　

聖
上
及　

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

国
母
馬
氏
佐

敷
按
司
加
那
志　

王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
時
蒙　

聖
上
遣
御
書
院
奉
行　

国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志　

王
妃
向
氏
野

嵩
按
司
加
那
志
遣
紫
冠
大
親
官
賀
賜
御
花
各
一
籠
御
玉
貫
各
一
双

本
年
八
月
十
八
日
因　

冊
封
典
礼
全
竣
蒙
遣
下
庫
理
当
官
頒
賜　

皇
帝
欽
賜
水

色
緞
子
一
疋
其
書
左
記

（
原
文
草
書
）

　

御
意

　
　

冠
船
付
而
専
各
尽
心
思
一
世
一
度
之
大
礼
首
尾
能
遂
行
喜
悦
此
事
候
依
之
従

　

皇
帝
拝
領
巻
物
之
内
一
本
給
之
候
也

　
　
　

八
月
十
八
日

乾
隆
二
十
二
年
丁
丑
之
秋
恭
蒙　

大マ
マ

［
太
］
守
公
寄
賜
御
茶
二
壺
白
麻
十
六
束

鰹
節
一
箱
内
蔵
百
塊
上
年
丙
子
無
有
寄
賜
因
此
這
番
加
数
而
賜
為
任
法
司
職
者
毎
年
寄
賜
為
例
故

煩
不
記
後

乾
隆
二
十
四
年
己
卯
九
月
二
十
三
日
卒
寿
六
十
三
翌
二
十
四
日
出
葬
之
時
恭
蒙　

聖
上
祭
賜
庭
御
祭
文
一
本
及
御
香
五
本
御
花
一
籠
御
玉
貫
一
双
本
日
恭
蒙　

国

祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志　

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志　

王
妃
向
氏
野
嵩

按
司
加
那
志
遣
使
祭
賜
御
香
各
五
本
御
花
各
一
籠
御
玉
貫
各
一
双

〇
読
み
下
し
文
（
世
系
図
は
省
略
す
る
）

　

毛
姓
家
譜

　
　
　

紀
録

　
　
　
濱
川
親
方
安
常

童
名
は
眞
三
良
、
唐
名
は
毛
龍
圖
、
号
は
雲
章

父
は
新
城
親
方
安
基
の
七
代
池
城
親
方
安
憲

母
は
尚
氏
金
武
王
子
朝
貞
の
女
眞
鶴
金

一
六
五
九
年
九
月
初
六
日
生
ま
れ

室
は
東
氏
知
念
親
方
政
興
の
女
眞
鍋
〈
一
六
六
四
年
四
月
初
九
日
生
ま
れ
。

一
七
四
五
年
二
月
十
七
日
卒
す
、
寿
は
八
十
二
。
号
は
椿
渓
。〉

長
女
は
思
武
大マ

マ

［
太
］
金
〈
一
六
七
九
年
正
月
二
十
五
日
生
ま
れ
。
向
氏
田
崎

按
司
朝
崇
に
嫁
す
。
一
七
一
九
年
三
月
初
五
日
卒
す
、
享
年
四
十
一
。
号
は
花

岳
。〉

長
男
は
安

尚
貞
王
世
代

一
六
七
一
年
八
月
二
十
日
、
御
書
院
若
里
之
子
と
な
る
。

一
六
七
四
年
二
月
初
九
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
六
七
五
年
十
二
月
初
四
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
六
七
六
年
四
月
十
三
日
、
当
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

一
六
七
七
年
十
月
十
四
日
、
真
和
志
間
切
真
嘉
比
地
頭
職
を
拝
授
す
。

一
六
七
八
年
六
月
十
三
日
、
病
を
告
げ
、
当
職
を
辞
す
。

一
六
八
〇
年
六
月
初
一
日
、
尚
質
王
十
三
年
回
忌
に
よ
り
、
御
茶
御
殿
当
と
な

る
。

本
月
初
六
日
、
恭
し
く
朝
庭
に
聞
し
て
改
名
し
、
亀
田
と
称
呼
す
。

一
六
八
一
年
八
月
十
二
日
、
再
び
当
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

一
六
八
二
年
八
月
二
十
四
日
、
命
を
奉
じ
て
修
作
真
嘉
比
川
矼
奉
行
と
な
る
。

二
十
七
日
、
起
工
し
、
九
月
二
十
八
日
、
告
成
す
〈
こ
の
時
同
僚
金
氏
上
間
親

方
安
時
〉。

一
六
八
三
年
八
月
二
十
日
、
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

本
年
九
月
二
十
三
日
、
北
谷
間
切
野
里
地
頭
職
に
転
授
す
。

本
年
十
一
月
三
十
日
、
山
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

一
六
八
六
年
十
月
二
十
四
日
、
申
口
座
位
に
陞
る
。

一
六
八
八
年
二
月
十
二
日
、
恭
し
く
綱
貴
公
少
将
位
に
陞
る
を
賀
す
る
事
の
た

め
、
命
を
奉
じ
て
向
氏
越
来
按
司
朝
意
附
役
と
な
る
。
六
月
初
一
日
、
那
覇
を

開
船
し
、
初
六
日
、
麑
府
に
到
り
公
事
全
竣
す
。
十
月
二
十
七
日
、
麑
府
を
開

船
し
、
十
一
月
初
四
日
、
回
国
す
。

一
六
九
〇
年
正
月
十
五
日
、
御
系
図
中
取
と
な
る
。

一
六
九
二
年
二
月
初
一
日
、
申
口
方
吟
味
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
朝
に
拝
す
る
の

日
、
恭
し
く
聖
上
使
を
遣
わ
し
、
御
玉
貫
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
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一
六
九
五
年
二
月
二
十
九
日
、
寛
陽
院
公
一
周
忌
に
進
香
す
る
事
の
た
め
、
命

を
奉
じ
て
使
と
な
る
。
五
月
三
十
日
、
尚
益
公
練
蕉
布
一
端
、
錫
二
双
を
贐
賜

せ
ら
る
。
六
月
初
一
日
、
王
城
に
お
い
て
餞
宴
を
賜
る
。
本
日
、
尚
純
公
練
蕉

布
一
端
、
錫
二
双
を
贐
賜
せ
ら
る
。
初
二
日
、
恭
し
く
聖
上
使
を
遣
わ
し
、
上

布
二
疋
、
焼
酎
一
壺
を
贐
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
内
院
よ
り
ま
た
竹
心
香
三
把
、

紺
島
細
上
布
一
端
、上
布
二
疋
、焼
酎
一
壺
を
賜
る
。
十
二
日
、那
覇
を
開
船
す
。

十
五
日
、
山
川
に
到
る
。
十
七
日
、
麑
府
に
到
り
綱
貴
公
に
朝
見
す
。
十
一
月

二
十
九
日
、
一
周
忌
に
当
た
り
、
福
昌
寺
に
詣
り
て
謹
ん
で
御
神
位
に
進
香
す
。

翌
年
（
一
六
九
六
年
）
二
月
二
十
八
日
、
公
務
全
竣
、
帰
国
を
許
さ
れ
蒙
る
。

こ
の
日
、
上
紙
三
十
束
、
鰹
節
百
塊
を
賜
り
蒙
る
。
二
十
九
日
、
麑
府
を
開
船

す
。
三
月
二
十
三
日
、
帰
国
す
。

一
六
九
六
年
四
月
十
二
日
、
御
物
奉
行
職
に
転
任
す
。
二
十
四
日
、
知
行
高

四
十
斛
を
賜
り
蒙
る
。
朝
廷
に
拝
す
る
の
日
、
恭
し
く
聖
上
御
花
一
籠
、
御
玉

貫
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
六
九
八
年
二
月
十
八
日
、
御
鎖
側
職
に
転
任
す
。
朝
廷
に
拝
す
る
の
日
、
恭

し
く
聖
上
使
を
遣
わ
し
、
御
花
一
籠
、
御
玉
貫
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

本
年
九
月
十
五
日
、
進
貢
事
の
た
め
、
命
を
奉
じ
て
耳
目
官
と
な
る
〈
時
に
正

議
大
夫
梁
邦
基
内
間
親
雲
上
〉。
二
十
五
日
、
御
茶
飯
を
賜
る
。
十
月
二
十
日
、

恭
し
く
表
章
を
領
す
。
十
一
月
初
三
日
、
内
院
よ
り
扇
子
三
本
入
三
匣
、
上
紙

五
束
、
焼
酎
一
壺
を
贐
賜
せ
ら
る
。
十
二
日
、
尚
益
公
練
蕉
布
二
端
、
錫
二
双

を
贐
賜
せ
ら
る
。十
三
日
、恭
し
く
聖
上
扇
子
二
本
入
十
五
匣
、尺
幾
世
留
十
対
、

練
蕉
布
三
端
、
焼
酎
一
壺
を
贐
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
尚
純
公
練
蕉
布
二
端
、
錫

二
双
を
贐
賜
せ
ら
る
。
二
十
二
日
、
那
覇
を
開
船
す
。
二
十
六
日
、
怡
山
院
に

到
る
。
十
二
月
初
六
日
、封
堵
称
盤
し
、館
駅
に
安
挿
す
。
次
年（
一
六
九
九
年
）

六
月
二
十
六
日
、表
章
を
賚
捧
し
福
州
を
起
程
す
。八
月
十
九
日
、北
京
に
到
る
。

二
十
日
、
表
章
を
礼
部
衛マ

マ

［
衙
］
門
に
お
い
て
奉
上
す
。
二
十
六
日
、
進
貢
物

を
納
め
る
。
九
月
十
五
日
、
朝
見
す
。
十
七
日
、
午
門
前
に
あ
り
て
、
祗
ん
で

国
王
に
欽
賜
の
紬
緞
錦
羅
共
五
十
疋
、
安
常
龍
圖
に
賞
賜
の
紬
緞
羅
共
十
三
疋

を
領
し
、ま
た
礼
部
衛マ

マ

［
衙
］
門
に
お
い
て
下
馬
宴
上
馬
宴
を
賜
る
。
十
九
日
、

礼
部
主
客
司
衛マ

マ

［
衙
］
門
に
お
い
て
、
勅
書
並
び
に
咨
文
を
奉
領
し
、
則
に
起

程
を
致
す
。
十
二
月
十
一
日
、
福
州
館
駅
に
到
る
。
翌
年
（
一
七
〇
〇
年
）
五

月
十
九
日
、
五
虎
門
を
開
船
し
、
二
十
七
日
、
帰
国
す
。
こ
の
日
登
城
し
、
聖

禧
を
奉
候
す
。
六
月
初
二
日
、
恭
し
く
勅
書
を
奉
じ
て
復
命
す
〈
時
に
与
力
梁

氏
饒
波
筑
登
之
親
雲
上
信
安
〉。

一
七
〇
〇
年
五
月
二
十
七
日
、
貢
使
の
回
国
を
稟
明
す
る
事
の
た
め
に
、
命
を

奉
じ
て
薩
州
に
赴
く
。
十
一
日
、
御
書
簡
を
領
す
。
十
二
日
、
尚
純
公
及
び
尚

益
公
錫
各
二
双
、練
蕉
布
各
二
端
を
贐
賜
せ
ら
る
。二
十
一
日
、那
覇
を
開
船
す
。

三
十
日
、
山
川
に
到
る
。
七
月
初
二
日
、
麑
府
に
到
る
。
初
五
日
、
恭
し
く
国

翰
及
び
献
上
物
件
を
奉
じ
て
吉
貴
公
に
朝
見
し
公
務
全
竣
す
。九
月
二
十
三
日
、

帰
国
を
許
さ
る
を
蒙
る
。
こ
の
日
、
鰹
節
百
塊
一
匣
を
賜
り
蒙
る
。
十
月
十
三

日
、
麑
府
を
開
船
す
。
十
八
日
、
回
国
す
。
こ
の
時
太
守
公
江
戸
府
に
在
る
に

因
り
、
御
返
簡
を
捧
ぜ
ず
し
て
帰
国
す
。
翌
年
（
一
七
〇
一
年
）
十
一
月
、
そ

の
御
返
簡
国
来
に
到
る
。
十
一
月
初
七
日
、
御
返
簡
を
捧
じ
て
復
命
す
〈
与
力

前
の
如
し
〉。

一
七
〇
〇
年
十
二
月
初
一
日
、紫
冠
に
陞
る
。
知
行
高
十
斛
を
加
賜
せ
ら
る〈
共

に
計
五
十
斛
〉。
朝
廷
に
拝
す
る
の
日
、恭
し
く
聖
上
使
を
遣
わ
し
、御
花
一
籠
、

御
玉
貫
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
〇
一
年
二
月
十
九
日
、
高
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

一
七
〇
三
年
正
月
、
女
官
糺
並
に
内
裏
言
葉
寄
主
取
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

一
七
〇
四
年
八
月
二
十
二
日
、
北
谷
間
切
濱
川
地
頭
職
に
転
授
す
。

一
七
〇
七
年
、
寺
社
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

一
七
〇
九
年
三
月
十
九
日
、
卒
す
、
享
年
五
十
一
。
出
葬
の
日
、
聖
上
使
を
遣

わ
し
、
御
香
五
本
、
御
花
一
籠
、
御
玉
貫
一
双
を
祭
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

　
濱
川
里
之
子
親
雲
上
安

童
名
は
眞
蒲
戸
、
唐
名
は
毛
仁
傑
、
号
は
慈
雲

父
は
新
城
親
方
安
基
の
八
代
濱
川
親
方
安
常

母
は
東
氏
眞
鍋

一
六
八
〇
年
四
月
二
十
五
日
生
ま
れ

室
は
毛
氏
安
里
親
方
安
好
の
女
眞
牛
〈
一
六
八
〇
年
十
二
月
十
六
日
生
ま
れ
。

一
七
〇
七
年
六
月
二
十
日
卒
す
、
享
年
二
十
八
。
号
は
蓮
台
。〉

長
男
は
安
臧
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次
男
は
安
澄
〈
別
に
家
譜
有
り
〉

三
男
は
安
榮
〈
別
に
家
譜
有
り
〉

長
女
は
眞
鍋
〈
一
七
〇
三
年
十
二
月
十
七
日
生
ま
れ
。
向
氏
喜
屋
武
親
方
朝
良

に
嫁
す
。
一
七
五
六
年
二
月
十
二
日
卒
す
、
享
年
五
十
四
。
号
は
浄
心
。〉

次
女
は
眞
牛
〈
一
七
〇
六
年
八
月
十
四
日
生
ま
れ
。
向
氏
惣
慶
里
之
子
親
雲
上

朝
祐
に
嫁
す
。
一
七
五
三
年
四
月
二
十
九
日
卒
す
、享
年
四
十
八
。
号
は
寂
室
。〉

尚
貞
王
世
代

一
六
九
二
年
八
月
二
十
日
、
下
庫
理
小
赤
頭
と
な
る
。

一
六
九
三
年
八
月
十
四
日
、
御
書
院
小
赤
頭
に
入
る
。

一
六
九
五
年
二
月
十
七
日
、
若
里
之
子
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
六
九
六
年
二
月
十
四
日
、
敧
髻
を
結
う
。

一
七
〇
三
年
十
二
月
初
一
日
、
黄
冠
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
七
〇
五
年
十
二
月
初
一
日
、
下
庫
理
当
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

一
七
〇
八
年
閏
三
月
初
一
日
、
卒
す
、
享
年
二
十
九
。

　
　
　
浦
添
親
方
安
臧

童
名
は
眞
三
良
、
唐
名
は
毛
文
和
、
字
は
建
中
、
号
は
雲
晴

父
は
新
城
親
方
安
基
の
九
代
濱
川
里
之
子
親
雲
上
安

母
は
毛
氏
眞
牛

一
六
九
七
年
十
一
月
初
七
日
生
ま
れ

室
は
向
氏
玉
城
按
司
朝
孟
の
女
思
戸
金〈
一
六
九
七
年
九
月
二
十
三
日
生
ま
れ
。

一
七
七
八
年
十
一
月
十
二
日
卒
す
、
寿
は
八
十
二
。
号
は
寿
岳
。〉

長
男
は
安
恒

尚
貞
王
世
代

一
七
〇
九
年
六
月
初
二
日
、
祖
父
安
常
の
家
統
を
継
い
で
、
北
谷
間
切
濱
川
地

頭
職
を
拝
授
し
、
知
行
高
四
十
斛
を
賜
う
。

一
七
〇
九
年
十
一
月
初
八
日
、
御
書
院
小
赤
頭
と
な
る
。

尚
益
王
世
代

一
七
一
一
年
二
月
初
六
日
、
若
里
之
子
に
叙
せ
ら
れ
る
。

本
年
恭
し
く
聖
上
御
太
刀
一
腰
〈
盛
常
〉、
紺
島
細
上
布
衣
一
領
、
島
紬
袷
衣

一
領
を
恵
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

本
年
、
甲
午
年
（
一
七
一
四
年
）
王
世
子
尚
敬
公
薩
州
に
赴
く
こ
と
に
よ
り
、

命
を
奉
じ
て
御
小
姓
と
な
る
。
擬
ざ
り
き
尚
益
王
薨
じ
、尚
敬
公
登
極
承
祧
す
。

こ
れ
に
よ
り
赴
か
ず
。

尚
敬
王
世
代

一
七
一
二
年
十
月
十
三
日
、
再
び
御
書
院
御
小
姓
と
な
る
。

一
七
一
三
年
五
月
二
十
日
、
公
方
様
継
統
承
祧
を
慶
賀
し
、
ま
た
聖
上
即
位
の

謝
恩
の
事
の
た
め
、
命
を
奉
じ
て
楽
童
子
と
な
る
。
翌
年
（
一
七
一
四
年
）
三

月
、
例
に
照
ら
し
て
緞
子
衣
二
領
、
繻
子
衣
一
領
、
綸
子
衤同
衣
袴
二
通
、
金
襴

大
帯
一
條
を
賜
る
。四
月
二
十
七
日
、王
城
に
お
い
て
奏
楽
の
時
、餞
宴
を
賜
る
。

五
月
初
二
日
、
恭
し
く
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
［
志
］
使
を
遣
わ
し
、
薄

芭
蕉
布
長
巾
一
條
、
島
練
蕉
布
一
端
、
錫
一
双
を
贐
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
十
八

日
、
恭
し
く
聖
上
使
を
遣
わ
し
、
大
雲
母
紙
三
巻
、
島
細
上
布
一
端
を
贐
賜
せ

ら
る
を
蒙
る
。二
十
三
日
、ま
た
島
細
上
布
衣
一
領
、錦
大
帯
一
條
を
賜
り
蒙
る
。

二
十
六
日
、
慶
賀
正
使
尚
氏
與
那
城
王
子
朝
直
、
謝
恩
正
使
尚
氏
金
武
王
子
朝

祐
に
随
い
那
覇
を
開
船
す
。六
月
初
九
日
、麑
府
に
到
る
。八
月
十
一
日
、大マ

マ［
太
］

守
吉
貴
公
に
朝
見
す
。
十
二
日
、
福
昌
寺
及
び
東
照
宮
南
泉
院
の
御
神
主
殿
に

詣
り
て
奏
楽
す
。
十
六
日
、
首
途
の
た
め
諏
訪
明
神
宮
に
詣
る
。
二
十
一
日
、

御
膳
を
賜
る
時
、
乱
舞
を
拝
見
す
。
二
十
三
日
、
両
位
王
子
御
膳
を
奉
献
す
る

時
ま
た
奏
楽
す
。
九
月
初
九
日
、
麑
府
を
起
身
す
。
十
一
月
二
十
六
日
、
江
都

に
到
り
、
即
日
吉
貴
公
に
朝
見
し
、
即
に
御
料
理
を
賜
る
。
十
二
月
初
二
日
、

始
て
登
城
す
。初
四
日
、ま
た
登
城
し
、公
方
様
の
御
前
に
在
り
て
奏
楽
す
る
時
、

盛
宴
を
賜
る
。
初
六
日
、
登
城
し
、
恭
し
く
許
帰
の
旨
を
蒙
る
時
、
時
服
三
重
、

白
銀
十
五
枚
を
賜
る
。
初
九
日
、
上
野
宮
に
詣
る
。
十
二
日
、
御
前
様
及
び
継

豊
公
の
御
前
に
あ
り
て
奏
楽
す
る
時
、
御
前
様
白
銀
九
十
目
を
賜
り
、
ま
た
継

豊
公
金
七
百
疋
を
賜
り
蒙
る
。
十
三
日
、
吉
貴
公
御
昇
官
に
よ
り
、
楽
童
子
八

員
恭
し
く
金
千
疋
を
献
ず
。
こ
の
日
、
ま
た
継
豊
公
に
朝
見
し
親
し
く
手
づ
か

ら
を
も
っ
て
香
服
紗
一
個
、
香
包
一
個
、
伽
羅
一
切
、
鼻
紙
袋
一
個
を
賜
り
蒙

る
。
十
五
日
、
ま
た
吉
貴
公
御
菓
子
一
箱
を
楽
正
向
氏
玉
城
親
雲
上
朝
薫
並
び

に
楽
童
子
八
員
に
賜
り
蒙
る
。
十
六
日
、
ま
た
盛
宴
を
賜
う
時
、
操
を
拝
見
す
。

十
七
日
、
継
豊
公
に
朝
見
し
、
即
に
黄
応
丸
一
包
を
賜
る
。
十
八
日
、
恭
し
く

吉
貴
公
に
許
帰
を
蒙
る
。
十
九
日
、
継
豊
公
に
朝
見
し
、
即
に
小
人
形
数
員
、
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白
羽
二
重
一
疋
を
賜
る
。
二
十
一
日
、
江
府
を
起
身
す
。
正
月
十
一
日
、
草
津

宿
に
到
る
の
時
、
近
衙マ

マ

［
衛
］
家
熈
公
願
王
院
権
僧
正
を
遣
わ
し
、
愚
筆
を
進

め
し
む
。
こ
の
時
、
千
種
香
一
個
、
合
錦
服
紗
一
箱
を
賜
る
。
二
月
二
十
一
日
、

麑
府
に
到
る
。
三
月
初
四
日
、
恭
し
く
吉
貴
公
許
帰
の
旨
を
蒙
る
。
こ
の
日
、

ま
た
白
麻
五
束
賜
り
蒙
る
。
初
十
日
、
両
位
王
子
麑
府
を
開
船
す
。
し
か
し
て

近
衙マ

マ

［
衛
］
様
字
書
を
奉
進
す
る
の
命
あ
り
。
こ
れ
に
よ
り
安
臧
と
程
順
則
小マ

マ

［
古
］
波
蔵
親
雲
上
麑
府
に
留
在
す
。
字
書
す
で
に
畢
わ
り
、
十
五
日
、
赴
き

て
山
川
に
到
り
本
船
に
上
る
。
十
八
日
、
彼
津
を
開
船
す
。
四
月
初
一
日
、
帰

国
す
。
本
月
初
六
日
、
南
殿
に
在
り
て
奏
楽
す
。

一
七
一
五
年
五
月
二
十
一
日
、
敧
髻
を
結
う
。
朝
廷
に
拝
す
る
の
日
、
恭
し
く

毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
使
を
遣
わ
し
、
御
玉
貫
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
一
六
年
六
月
十
五
日
、
黄
冠
に
叙
さ
れ
る
。
朝
廷
に
拝
す
る
の
日
、
恭
し

く
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
使
を
遣
わ
し
、御
玉
貫
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
二
〇
年
六
月
十
五
日
、
御
書
院
御
物
当
と
な
る
。
朝
廷
に
拝
す
る
の
日
、

恭
し
く
聖
上
及
び
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
使
を
遣
わ
し
、
御
玉
貫
各
一

双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

本
年
八
月
十
三
日
、
当
座
敷
位
に
叙
さ
れ
る
。
朝
廷
に
拝
す
る
の
日
、
恭
し
く

聖
上
及
び
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
使
を
遣
わ
し
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀

賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
二
三
年
十
二
月
十
五
日
、
病
を
告
げ
、
役
を
辞
す
。

一
七
二
四
年
十
二
月
初
一
日
、
寺
社
中
取
と
な
り
、
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
る
。

一
七
二
五
年
六
月
初
三
日
、
毛
氏
先
聞
得
大
君
加
那
志
三
年
回
忌
に
よ
り
、
御

法
事
当
並
び
に
御
茶
御
殿
当
と
な
る
〈
時
に
兼
ね
て
寺
社
中
取
役
を
勤
む
〉。

一
七
二
八
年
六
月
十
八
日
、
御
書
院
当
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
朝
廷
に
拝
す
る
の

日
、
恭
し
く
聖
上
及
び
国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加

那
志
使
を
遣
わ
し
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
三
三
年
三
月
初
八
日
、
御
物
奉
行
吟
味
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
朝
廷
に
拝
す

る
の
日
、
恭
し
く
聖
上
及
び
国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
王
妃
馬
氏
佐
敷
按

司
加
那
志
使
を
遣
わ
し
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
三
七
年
六
月
十
五
日
、申
口
方
吟
味
職
に
転
任
す
。
本
年
八
月
二
十
二
日
、

皇
帝
登
極
に
よ
り
慶
賀
使
を
遣
わ
す
を
稟
報
す
る
事
の
た
め
、
命
を
奉
じ
て
使

と
な
る
。
二
十
五
日
、
国
翰
を
奉
領
す
。
こ
の
日
、
恭
し
く
聖
上
御
物
当
官
を

遣
わ
し
、
大
平
布
二
疋
、
焼
酎
一
壺
を
贐
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
内
院
よ
り
御
近

習
官
を
遣
わ
し
、
ま
た
唐
金
扇
子
四
本
二
箱
、
嶋
紬
一
端
、
焼
酎
一
壺
を
賜
る
。

ま
た
国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
及
び
、
王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
使
を
遣

わ
し
、
大
官
香
各
五
把
、
綿
子
各
一
把
、
焼
酎
砧
各
一
双
を
贐
賜
せ
ら
る
を
蒙

る
。
二
十
九
日
、
ま
た
聖
上
銀
子
八
百
目
を
恵
賜
し
て
、
行
李
を
補
す
る
を
蒙

る
。
九
月
初
七
日
、
那
覇
を
開
船
す
。
十
月
初
六
日
、
山
川
に
到
り
、
こ
こ
よ

り
陸
路
。
初
八
日
、
麑
府
に
到
る
。
十
八
日
、
国
翰
及
び
献
上
物
件
を
奉
呈
す
。

こ
の
時
、
太
守
継
豊
公
江
戸
府
に
あ
る
に
よ
り
、
朝
見
の
礼
無
し
。
二
十
五
日
、

登
城
し
、
恭
し
く
又
三
郎
公
御
中
刺
を
賀
す
。
二
十
七
日
、
福
昌
寺
に
詣
り
公

務
全
竣
す
。
十
一
月
十
一
日
、
帰
国
を
許
さ
る
る
を
蒙
る
。
こ
の
日
、
白
麻
五

束
、
国
分
煙
草
十
斤
を
賜
り
蒙
る
。
十
八
日
、
麑
府
を
開
船
す
。
十
二
月
初
六

日
、
帰
国
復
命
す
〈
時
に
与
力
毛
氏
濱
川
里
之
子
親
雲
上
安
榮
〉。

一
七
三
九
年
二
月
十
四
日
、泊
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
朝
廷
に
拝
す
る
の
日
、

恭
し
く
聖
上
及
び
国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志

使
を
遣
わ
し
、
御
花
一
籠
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
三
九
年
六
月
初
八
日
、
西
原
間
切
小
波
津
地
頭
職
に
転
授
す
。

一
七
四
〇
年
二
月
二
十
四
日
、
御
双
紙
庫
理
職
に
転
任
す
。
朝
廷
に
拝
す
る
の

日
、
恭
し
く
聖
上
及
び
国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加

那
志
使
を
遣
わ
し
、
御
花
各
一
籠
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

本
年
十
二
月
十
九
日
、
摩
文
仁
間
切
按
司
掛
の
作
得
并
に
夫
銭
一
年
分
を
賜
り

蒙
る
。

一
七
四
一
年
六
月
初
十
日
、
御
鎖
之
側
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
朝
廷
に
拝
す
る
の

日
、
恭
し
く
聖
上
及
び
国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加

那
志
使
を
遣
わ
し
、
御
花
各
一
籠
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
四
二
年
三
月
初
一
日
、進
貢
事
の
た
め
、命
を
奉
じ
て
耳
目
官
と
な
る
〈
時

に
正
議
大
夫
蔡
用
弼
湖
城
親
雲
上
）。
十
月
初
六
日
、
御
茶
飯
を
賜
る
。
十
一

月
初
九
日
、
恭
し
く
聖
上
使
を
遣
わ
し
、
国
分
烟
草
六
十
把
、
烟
管
十
五
対
、

白
麻
五
束
、
練
蕉
布
三
端
を
贐
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
内
院
よ
り
島
細
二
端
、
中

蝋
二
十
丁
、
焼
酎
一
壺
を
贐
賜
せ
ら
る
。
ま
た
恭
し
く
国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加

那
志
及
び
王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
使
を
遣
わ
し
、
綿
子
各
一
把
、
白
麻
各
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一
束
、
国
分
煙
草
各
二
十
把
を
贐
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
十
三
日
、
恭
し
く
表
章

を
領
す
。
二
十
二
日
、
上
船
す
。
二
十
八
日
、
那
覇
を
開
船
し
馬
歯
山
に
到
り

候
風
す
。
十
二
月
初
一
日
、
順
風
あ
る
を
見
て
彼
山
を
開
洋
す
。
初
六
日
、
閩

省
の
外
山
に
到
る
。
翌
年
（
一
七
四
三
年
）
正
月
初
八
日
、
怡
山
院
に
到
る
。

二
十
二
日
、
封
堵
称
盤
し
、
館
駅
に
安
挿
す
。
七
月
六
日
、
布
政
司
衙
門
に
あ

り
て
、
例
に
照
ら
し
て
宴
を
賜
る
。
八
月
十
三
日
、
表
章
を
賚
捧
し
福
州
を
起

程
す
。
十
一
月
二
十
七
日
、
京
城
に
到
る
。
二
十
八
日
、
表
章
を
礼
部
衙
門
に

奉
上
す
。
十
二
月
十
九
日
、
進
貢
物
を
納
め
る
。
翌
年
（
一
七
四
四
年
）
正
月

初
一
日
、
朝
見
す
。
二
月
二
十
四
日
、
午
門
前
に
あ
り
て
、
祗
ん
で
国
王
に
賞

賜
の
錦
緞
紗
羅
等
八
十
疋
、
文
和
に
賜
う
の
綵
緞
六
疋
、
裏
四
疋
、
羅
四
疋
、

紡

二
疋
、
絹
二
疋
共
計
り
て
十
八
疋
、
ま
た
従
人
九
名
毎
名
に
賜
う
毛
青
布

六
疋
を
領
す
。
こ
の
日
、
礼
部
主
客
司
衙
門
に
往
き
、
勅
書
并
に
咨
文
を
奉
領

す
。
嗣
後
、
礼
部
衙
門
に
お
い
て
下
馬
宴
を
賜
り
、
公
館
に
お
い
て
上
馬
宴
を

賜
る
。
三
月
初
四
日
、
京
城
を
起
身
す
。
六
月
初
十
日
、
福
州
に
到
る
。
こ
の

時
、
恭
し
く
聖
上
昆
布
二
十
五
斤
を
寄
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
内
院
に
よ
り
扇
子

十
握
二
箱
、
杦
原
二
束
一
箱
、
昆
布
五
把
一
箱
、
鰹
節
五
十
塊
一
箱
、
醤
油
二

樽
を
寄
賜
せ
ら
る
。
ま
た
国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司

加
那
志
焼
酎
各
一
鐔
を
寄
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
九
月
初
三
日
、
公
務
全
竣
し
離

駅
登
舟
す
。
十
月
二
十
七
日
、
五
虎
門
を
開
洋
す
。
い
か
ん
せ
ん
秋
を
過
ぎ
冬

に
至
れ
ば
順
風
あ
る
こ
と
な
く
、遂
に
温
州
府
金
郷
に
到
る
。
十
二
月
初
九
日
、

彼
郷
を
開
洋
し
、
中
洋
に
あ
り
て
陡
に
逆
風
に
逢
う
。
十
三
日
、
八
重
山
に
漂

到
す
。
翌
年
（
一
七
四
五
年
）
五
月
二
十
五
日
、
彼
山
を
開
洋
す
。
六
月
初
二

日
、
那
覇
津
に
到
り
即
に
登
城
し
聖
禧
を
奉
候
す
。
初
五
日
、
勅
書
を
上
り
て

復
命
す
〈
時
に
与
力
隆
氏
當
間
筑
登
之
親
雲
上
元
宣
〉。

一
七
四
三
年
十
二
月
二
十
四
日
、
読
谷
山
間
切
按
司
掛
の
作
得
并
に
夫
銭
一
年

分
を
賜
り
蒙
る
〈
時
に
安
臧
中
華
に
あ
り
〉。

一
七
四
五
年
二
月
二
十
六
日
、
房
屋
焼
す
る
に
よ
り
、
恭
し
く
銀
両
五
貫
目
を

恵
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
〈
こ
の
時
安
臧
中
華
に
あ
り
て
、
未
だ
回
棹
を
致
さ
ず
〉。

本
年
六
月
初
三
日
、
貢
使
の
回
国
を
稟
明
す
る
事
の
た
め
、
命
を
奉
じ
て
麑
府

に
赴
く
。
初
五
日
、
国
翰
を
奉
領
す
。
こ
の
日
、
恭
し
く
聖
上
御
書
院
当
官
を

遣
わ
し
、
大
平
布
二
疋
、
焼
酎
一
壺
を
贐
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
内
院
よ
り
御
近

習
官
を
遣
わ
し
、
ま
た
大
官
香
五
把
、
白
細
上
布
一
端
、
焼
酎
一
壺
を
贐
賜
せ

ら
る
。
ま
た
、
国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
使

を
遣
わ
し
、
大
平
布
各
一
疋
、
練
蕉
布
各
二
端
、
焼
酎
砧
各
一
双
を
贐
賜
せ
ら

る
を
蒙
る
。
初
十
日
、
南
宮
に
お
い
て
餞
宴
を
賜
る
。
十
六
日
、
那
覇
を
開
船

す
。
二
十
二
日
、
麑
府
に
到
る
。
七
月
十
八
日
、
登
城
し
、
国
翰
及
び
献
上
物

件
を
賚
奉
し
、
大マ

マ

［
太
］
守
継
豊
公
に
朝
見
す
。
二
十
六
日
、
福
昌
寺
に
詣
る
。

八
月
初
四
日
、
宗
信
公
に
拝
謁
し
公
務
全
竣
す
。
十
一
月
初
四
日
、
許
帰
の
旨

を
蒙
る
。
こ
の
日
、
国
分
烟
草
十
斤
、
白
麻
七
束
賜
り
蒙
る
。
二
十
三
日
、
御

返
翰
を
捧
じ
、
麑
府
を
開
船
す
。
十
二
月
十
二
日
、
帰
国
す
。
十
五
日
、
御
返

翰
を
捧
じ
復
命
す
〈
時
に
与
力
隆
氏
當
間
筑
登
之
親
雲
上
元
宣
〉。

一
七
四
五
年
十
二
月
十
八
日
、
紫
冠
に
叙
さ
れ
、
知
行
高
十
斛
を
加
賜
せ
ら
る

〈
共
計
五
十
石
〉。
朝
に
拝
す
る
の
日
、
恭
し
く
聖
上
及
び
国
母
毛
氏
聞
得
大

君
加
那
志
、
王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
御
花
各
一
籠
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀

賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

本
日
、
御
系
図
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
ま
た
恩
納
間
切
按
司
掛
の
作
得
并
に
夫

銭
一
年
分
賜
り
蒙
る
。

一
七
四
六
年
閏
三
月
初
五
日
、
惣
与
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

本
年
十
二
月
二
十
日
、
楽
稽
古
奉
行
と
な
る
。

一
七
四
八
年
二
月
十
七
日
、
御
書
院
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
朝
に
拝
す
る
の

日
、
恭
し
く
聖
上
及
び
国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加

那
志
御
花
各
一
籠
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
〈
時
に
兼
ね
て
楽

稽
古
奉
行
を
勤
む
〉。

一
七
四
九
年
五
月
十
五
日
、
恭
し
く
薩
州
の
照
顧
を
頼
り
、
江
府
に
登
る
の
公

務
全
竣
す
る
を
謝
す
る
事
の
た
め
、
命
を
奉
じ
て
使
と
な
る
。
十
九
日
、
恭
し

く
聖
上
御
書
院
当
官
を
遣
わ
し
、
大
平
布
三
疋
、
焼
酎
一
壺
を
贐
賜
せ
ら
る
を

蒙
る
。
内
院
よ
り
ま
た
五
爪
龍
紋
大
帯
二
條
を
賜
り
蒙
る
。
ま
た
国
母
毛
氏
聞

得
大
君
加
那
志
、
王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
使
を
遣
わ
し
、
大
官
香
各
五
把
、

綿
子
各
一
把
、
焼
酎
砧
各
一
双
を
贐
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
十
九
日
、
南
宮
に
召

し
入
れ
ら
れ
餞
宴
を
賜
る
。
六
月
初
三
日
、
那
覇
を
開
船
す
。
十
三
日
、
山
川

に
到
る
。
二
十
四
日
、
麑
府
に
到
る
。
七
月
初
九
日
、
国
翰
及
び
献
上
物
件
を

賚
上
し
、
太
守
宗
信
公
に
朝
見
す
。
十
月
初
三
日
、
福
昌
寺
及
び
浄
光
明
寺
の
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御
神
位
に
拝
謁
し
公
務
全
竣
す
。
十
三
日
、
許
帰
の
旨
を
蒙
る
。
こ
の
日
、
恭

し
く
慈
德
院
公
〈
宗
信
公
の
謚
名
な
り
〉
御
茶
五
斤
、
白
麻
九
束
を
賜
り
蒙

る
。
ま
た
継
豊
公
白
麻
三
束
を
賜
り
蒙
る
。
十
一
月
十
八
日
、麑
府
を
開
船
す
。

二
十
日
、
帰
国
復
命
す
〈
時
に
与
與
力
毛
氏
濱
川
里
之
子
親
雲
上
安
亮
〉。

一
七
五
〇
年
二
月
三
十
日
、
大
与
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

本
年
三
月
初
八
日
、
大
美
御
殿
大
親
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
朝
に
拝
す
る
の
日
、

恭
し
く
聖
上
御
花
一
籠
、
御
玉
貫
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

本
年
六
月
初
六
日
、
惣
与
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

本
年
十
二
月
二
十
日
、
御
書
院
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
朝
に
拝
す
る
の
日
、

恭
し
く
聖
上
及
び
国
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
王
妃
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志

御
花
各
一
籠
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

尚
穆
王
世
代

一
七
五
一
年
三
月
二
十
二
日
、
命
を
奉
じ
て
年
頭
慶
賀
使
と
な
る
。
八
月
十
六

日
、
王
世
子
尚
穆
承
祧
即
位
に
よ
り
転
じ
て
謝
恩
副
使
に
な
る
〈
こ
の
時
正
使

今
帰
仁
王
子
朝
忠
〉。
行
李
を
収
拾
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
十
一
月
二
十
六
日
、

銭
二
万
貫
を
賜
り
蒙
る
。
十
二
月
初
九
日
、
ま
た
摩
文
仁
間
切
按
司
掛
の
作
得

并
に
夫
銭
一
年
分
を
賜
り
蒙
る
。
翌
年
（
一
七
五
二
年
）
四
月
十
九
日
、
南
宮

に
召
し
入
れ
ら
れ
、
餞
宴
を
賜
る
。
二
十
日
、
恭
し
く
聖
上
御
書
院
当
官
を
遣

わ
し
、
大
平
布
三
疋
、
焼
酎
一
壺
を
贐
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
ま
た
国
祖
母
毛
氏

聞
得
大
君
加
那
志
、
国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
各
使
を
遣
わ
し
、
中
官
香
各

五
把
、
焼
酎
砧
各
一
双
、
綿
子
各
一
把
を
贐
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
二
十
三
日
、

漢
衣
冠
を
看［
着
］て
進
城
し
、江
府
に
赴
い
て
行
う
と
こ
ろ
の
礼
数
及
び
音
楽
、

漢
躍
、
球
躍
等
を
演
習
し
、
も
っ
て
睿
覧
に
備
う
。
五
月
初
五
日
、
使
賛
一
員

を
加
賜
せ
ら
る
〈
例
と
し
て
御
馬
を
献
ず
。
よ
り
て
圉
師
あ
り
て
、
そ
の
馬
を

守
護
し
て
江
府
に
赴
く
。
今
般
、
献
馬
を
免
ず
る
を
蒙
り
、
よ
り
て
圉
師
赴
か

ず
。
故
に
正
副
使
各
使
賛
一
員
を
加
随
す
〉。
初
六
日
、
恭
し
く
国
翰
を
領
す
。

十
二
日
、
聖
上
内
官
を
遣
わ
し
、
黒
地
錦
大
帯
一
條
を
贐
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

六
月
初
四
日
、
那
覇
を
開
船
す
。
初
八
日
、
久
志
之
浦
に
漂
到
す
。
十
二
日
、

陸
路
啓
行
す
。
翌
日
、
琉
仮
屋
に
到
る
。
七
月
十
八
日
、
国
翰
を
奉
呈
す
〈
こ

の
時
よ
り
て
江
府
に
行
く
の
乗
輿
、
路
楽
の
行
伍
あ
り
〉。
本
日
、
安
臧
等
例

に
照
ら
し
て
大マ

マ

［
太
］
守
重
年
公
に
寿
帯
香
十
箱
、
練
蕉
布
十
端
、
焼
酎
一
壺

を
も
っ
て
献
ず
。
ま
た
隅
州
継
豊
公
に
寿
帯
香
十
箱
、
練
蕉
布
十
端
、
焼
酎
一

壺
を
も
っ
て
献
ず
。
二
十
四
日
、
大
雄
山
宮
並
び
に
南
泉
院
拝
謁
す
。
例
に
照

ら
し
て
恭
し
く
そ
の
宮
并
に
御
神
位
に
大
官
香
各
四
把
を
献
ず
〈
こ
の
時
音
楽

を
奏
す
る
あ
り
〉。
二
十
五
日
、
朝
忠
恭
し
く
御
膳
を
献
ず
〈
こ
の
時
音
楽
を

奏
し
、
ま
た
漢
躍
、
球
躍
等
あ
り
）。
二
十
七
日
、
盛
宴
を
賜
り
蒙
る
〈
こ
の

時
囃
子
並
び
に
狂
言
等
を
看
る
を
得
る
〉。
二
十
九
日
、
福
昌
寺
及
び
浄
光
明

寺
に
拝
謁
す
〈
御
神
位
ご
と
に
大
官
香
二
把
を
献
ず
る
。
ま
た
開
山
堂
に
大
官

香
二
把
を
献
ず
〉。
八
月
初
一
日
、
進
城
し
、
恭
し
く
八
朔
の
隹マ

マ

［
佳
］
節
を

賀
す
時
、
御
両
殿
公
に
練
蕉
布
各
五
端
、
焼
酎
各
一
壺
を
献
ず
。
初
二
日
、
御

下
屋
敷
に
お
い
て
、
朝
忠
恭
し
く
御
膳
を
隅
州
継
豊
公
に
献
ず
。
こ
の
時
、
安

臧
も
継
豊
公
に
拝
見
す
。
二
十
一
日
、例
に
照
ら
し
て
大マ

マ

［
太
］
守
公
に
随
い
、

諏
訪
宮
に
拝
謁
す
〈
こ
の
時
漢
衣
冠
を
着
て
乗
輿
し
、
路
次
楽
の
行
伍
あ
り
）。

九
月
十
一
日
、
太
守
公
に
随
い
、
麑
府
を
起
程
す
。
十
一
月
初
四
日
、
大
坂
の

佐
土
原
公
館
に
到
る
。
初
六
日
、
薩
州
公
館
に
召
し
入
れ
ら
れ
、
竹
田
絡
並
び

に
狂
言
を
看
る
を
蒙
る
〈
こ
の
時
盛
宴
を
恩
賜
せ
ら
る
〉。
初
八
日
、
彼
館
を

起
身
す
。
翌
日
、
伏
見
の
佐
土
原
公
館
に
到
る
。
十
二
日
、
起
程
す
。
十
二
月

初
二
日
、
江
府
に
到
り
、
即
に
大マ

マ

［
太
］
守
公
に
覲
え
る
時
、
盛
宴
を
賜
る
。

十
五
日
、
大マ

マ

［
太
］
守
に
随
っ
て
進
城
し
、
朝
忠
太マ

マ

［
大
］
樹
公
に
朝
覲
し
て

朝
礼
す
で
に
畢
わ
る
。
ま
た
西
御
丸〈
世
子
大
納
言
公
の
殿
〉に
進
む
。
十
八
日
、

大マ
マ

［
太
］
守
公
に
随
っ
て
ま
た
進
城
し
、
恭
し
く
音
楽
を
奏
す
る
時
、
御
吸
物

三
、
御
酒
、
御
盛
合
御
菓
子
、
御
濃
茶
、
白
銀
三
十
四
枚
、
時
服
三
領
を
賜
る
。

こ
の
日
、
許
回
の
旨
を
蒙
り
、
回
翰
を
奉
領
し
退
城
す
。
ま
た
西
御
丸
に
進
み

告
辞
す
。
十
九
日
、
上
野
宮
に
拝
謁
す
。
二
十
一
日
、
恭
し
く
江
府
御
老
中
及

び
若
御
年
寄
に
謁
す
。
二
十
二
日
、御
三
家
に
参
謁
す
。
二
十
三
日
、朝
忠
大マ

マ［
太
］

守
公
に
御
膳
を
献
ず
。
こ
の
日
、
安
臧
使
職
全
竣
の
祝
と
し
て
、
謹
ん
で
鮮
鯛

一
折
、
御
樽
一
荷
を
具
え
、
恭
し
く
太
守
公
外
に
献
ず
。
ま
た
唐
筆
十
本
、
紫

銅
香
炉
一
個
を
献
ず
。
即
日
文
銀
五
枚
を
賜
り
蒙
る
。
二
十
五
日
、
大マ

マ

［
太
］

守
公
召
し
入
れ
ら
れ
盛
宴
を
恩
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
二
十
六
日
、
ま
た
召
さ
れ

て
傀
儡
を
見
る
を
蒙
り
〈
時
に
盛
宴
を
賜
る
〉、
公
務
全
竣
す
。
二
十
八
日
、

江
府
を
起
程
す
。
翌
年
（
一
七
五
三
年
）
正
月
十
八
日
、
伏
見
の
薩
摩
公
館
に

到
る
。
二
十
日
、
起
棹
し
大
坂
の
佐
土
原
公
館
に
到
る
。
二
十
八
日
、
起
錠
す
。
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三
月
初
一
日
、
麑
府
に
回
到
し
即
に
進
城
し
、
江
戸
の
公
務
の
始
終
を
稟
報
す
。

十
五
日
、
許
回
の
旨
を
蒙
り
、
即
に
回
翰
を
領
す
。
こ
の
日
、
大マ

マ

［
太
］
守
公

御
茶
十
二
斤
、白
麻
十
束
を
賜
り
蒙
る
。
二
十
三
日
、離
館
登
船
す
。
二
十
六
日
、

麑
府
を
開
船
す
。
翌
日
、
山
川
に
到
り
候
風
す
。
四
月
初
五
日
、
彼
地
を
放
洋

す
。
初
八
日
、
帰
国
し
直
に
王
城
に
進
み
、
聖
禧
を
奉
候
す
。
十
八
日
、
恭
し

く
回
翰
を
奉
じ
て
復
命
す
。
こ
の
日
恭
し
く
土
産
微
物
を
献
ず
〈
こ
の
時
与
力

向
氏
惣
慶
里
之
子
親
雲
上
朝
亮
、隆
氏
當
間
筑
登
之
親
雲
上
元
宣
〉。二
十
六
日
、

安
臧
等
漢
衣
冠
を
穿
ち
、
南
殿
に
お
い
て
楽
童
子
等
を
し
て
奏
楽
、
唐
躍
、
球

躍
を
な
し
し
む
。
ま
た
禁
庭
に
お
い
て
楽
赤
頭
を
し
て
路
次
楽
を
奏
せ
し
め
、

聖
覧
に
備
え
奉
る
時
、
恭
し
く
御
茶
、
御
盛
合
菓
子
を
賜
り
蒙
る
。

一
七
五
二
年
十
二
月
初
一
日
、
久
米
具
志
川
間
切
按
司
掛
の
作
得
并
に
夫
銭
一

年
分
を
賜
り
蒙
る
〈
こ
の
時
安
臧
日
本
に
あ
り
て
、
未
だ
回
棹
を
致
さ
ず
〉。

本
年
四
月
二
十
二
日
、
知
行
高
三
十
斛
を
加
賜
さ
れ
る
〈
共
計
八
十
石
〉。
朝

に
拝
す
る
の
日
、
恭
し
く
聖
上
及
び
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
国
母
馬

氏
佐
敷
按
司
加
那
志
使
を
遣
わ
し
、
御
花
各
一
籠
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜
せ

ら
る
を
蒙
る
。

本
年
六
月
十
一
日
、
高
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

本
年
九
月
十
五
日
、
伊
平
屋
島
惣
地
頭
職
〈
伊
是
名
と
称
呼
す
〉
に
転
授
す
。

朝
に
拝
す
る
の
日
、
恭
し
く
聖
上
及
び
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
国
母

馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
御
花
各
一
籠
、御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
五
四
年
正
月
十
九
日
、
御
書
院
奉
行
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
朝
に
拝
す
る
の

日
、
恭
し
く
聖
上
及
び
国
祖
母
毛
氏
聞
得
太マ

マ

［
大
］
君
加
那
志
、
国
母
馬
氏
佐

敷
按
司
加
那
志
、
御
花
各
一
籠
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
五
四
年
正
月
二
十
一
日
、
中
城
御
殿
大
親
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

一
七
五
五
年
九
月
初
八
日
、
命
を
奉
じ
て
法
司
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
知
行
高

三
百
二
十
斛
を
加
賜
さ
れ
〈
共
計
四
百
斛
〉
ま
た
米
六
十
斛
を
幇
賜
せ
ら
る
。

ま
た
許
駕
安
駄
を
蒙
る
。
十
一
月
初
八
日
、
朝
に
拝
す
る
の
日
、
謹
ん
で
御
花

各
一
籠
、
御
玉
貫
各
一
双
を
具
え
、
聖
上
及
び
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、

国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
、
王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
に
献
上
す
。
こ
の

日
恭
し
く
聖
上
御
書
院
奉
行
を
遣
わ
し
、
御
花
一
籠
、
御
玉
貫
一
双
を
賀
賜
せ

ら
る
を
蒙
る
。
ま
た
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加

那
志
、
王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
紫
冠
大
親
官
を
遣
わ
し
、
御
花
各
一
籠
、

御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

本
年
十
一
月
二
十
四
日
、
聞
得
大
君
御
殿
惣
大
親
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
十
二
月

初
二
日
、
謹
ん
で
御
花
一
籠
、
御
玉
貫
一
双
を
具
え
、
恭
し
く
献
じ
て
謝
恩
す
。

こ
の
日
、
恭
し
く
聞
得
大
君
加
那
志
座
敷
大
親
官
を
遣
わ
し
、
御
花
一
籠
、
御

玉
貫
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
五
五
年
十
一
月
二
十
四
日
、
中
城
御
殿
惣
大
親
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
冠
船
御

用
意
の
事
を
総
理
す
る
を
兼
任
す
。

一
七
五
六
年
正
月
初
六
日
、
新
年
を
賀
祝
す
る
事
の
た
め
、
恭
し
く
主
上
御
書

院
奉
行
を
遣
わ
し
、
御
花
一
籠
、
御
玉
貫
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
初
九

日
、
ま
た
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
［
君
］
加
那
志
、
国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
、

王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
座
敷
大
親
官
を
遣
わ
し
、
御
花
各
一
籠
、
御
玉
貫

各
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
〈
嗣
後
例
と
な
す
、
故
に
し
ば
し
ば
記
さ
ず
〉。

本
年
二
月
二
十
一
日
、
浦
添
間
切
惣
地
頭
職
に
転
授
す
。
三
月
十
一
日
、
朝
に

拝
す
る
の
日
、
恭
し
く
聖
上
御
書
院
奉
行
を
遣
わ
し
、
御
花
一
籠
、
御
玉
貫
一

双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
ま
た
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
国
母
馬
氏

佐
敷
按
司
加
那
志
、
王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
座
敷
大
親
官
を
遣
わ
し
、
御

花
各
一
籠
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
五
六
年
四
月
初
八
日
、
恭
し
く
主
上
使
を
遣
わ
し
、
新
熟
麦
粉
一
篭
を
賜

り
蒙
る
。
初
十
日
、
ま
た
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
国
母
馬
氏
佐
敷
按

司
加
那
志
使
を
遣
わ
し
、
新
熟
麦
粉
各
一
篭
を
賜
り
蒙
る
。
十
二
日
、
王
妃
向

氏
野
嵩
按
司
加
那
志
使
を
遣
わ
し
、新
熟
麦
粉
一
篭
を
賜
る
〈
嗣
後
例
と
な
す
、

故
に
し
ば
し
ば
記
さ
ず
〉。

本
年
六
月
二
十
三
日
、
恭
し
く
主
上
使
を
遣
わ
し
、
新
熟
白
米
一
篭
を
賜
り
蒙

る
。
二
十
四
日
、
ま
た
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
国
母
馬
氏
佐
敷
按
司

加
那
志
、
王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
使
を
遣
わ
し
、
新
熟
白
米
各
一
篭
を
賜

り
蒙
る
〈
嗣
後
例
と
な
す
、
故
に
し
ば
し
ば
記
さ
ず
〉。

本
年
七
月
二
十
六
日
、
冊
封
典
礼
に
よ
り
、
恭
し
く
金
赤
花
緞
大
帯
一
條
を
賜

り
蒙
る
。

本
年
七
月
初
八
日
、
冊
封
正
使
全
魁
、
副
使
周
煌
国
に
賁
臨
す
。
八
月
初
十
日
、

命
を
奉
じ
て
問
安
の
時
、
恭
し
く
正
使
花
鳥
の
画
一
幅
〈
譲
郷
一
桂
筆
〉、
渋
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扇
子
一
握
、
石
摺
一
張
、
自
筆
三
張
、
自
作
の
詩
五
枚
を
賞
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

閏
九
月
初
十
日
、
ま
た
問
安
す
。
ま
た
両
位
天
使
敷
命
堂
に
お
い
て
十
二
碗
の

宴
を
陪
賜
す
る
を
蒙
る
。
こ
の
時
副
使
自
筆
三
張
〈
自
作
の
詩
を
写
す
〉、
花

鳥
の
絵
〈
寿
平
筆
〉
一
幅
、
筆
十
枝
賜
う
。
十
月
初
四
日
、
正
使
使
を
遣
わ
し
、

画
一
幅
〈
雷
翰
筆
〉、
自
筆
一
張
、
扁
額
一
張
、
筆
十
枝
賜
う
。
初
十
日
、
ま

た
問
安
す
。
ま
た
副
使
自
筆
一
張
、
渋
扇
子
一
握
〈
自
筆
の
字
あ
り
〉
を
賜
り

蒙
る
。
十
一
月
二
十
五
日
、
皇
太
后
の
聖
誕
に
よ
り
、
天
使
安
臧
等
天
使
館
に

招
き
入
れ
、
十
二
碗
の
宴
を
陪
賜
す
。
二
十
七
日
、
両
位
天
使
の
寿
誕
に
よ
り
、

安
臧
等
館
に
招
来
し
、
即
に
千
総
を
将
っ
て
、
素
麺
の
盛
款
を
陪
賜
せ
ら
る
を

蒙
る
。
十
二
月
初
十
日
、
ま
た
問
安
す
。
ま
た
正
使
敷
命
堂
に
お
い
て
、
十
六

碗
の
宴
を
陪
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
十
二
日
、両
位
天
使
末
吉
に
遊
玩
す
る
の
時
、

敝
宅
に
駕
臨
す
れ
ば
恭
し
く
球
饗
膳
を
進
む
。
二
十
六
日
、
ま
た
正
使
使
を
遣

わ
し
、
自
筆
二
張
〈
自
作
の
詩
を
写
す
〉
を
賜
り
蒙
る
。
二
十
九
日
、
ま
た
使

を
遣
わ
し
、
自
筆
三
張
〈
自
作
の
詩
を
写
す
〉、
掛
床
一
対
、
扇
子
一
握
を
賜

り
蒙
る
。
本
日
、
ま
た
副
使
使
を
遣
わ
し
、
自
筆
一
張
、
自
筆
掛
床
一
対
、
自

筆
扁
額
一
張
を
賜
り
蒙
る
。
但
し
、
是
の
冊
封
宝
舟
久
米
山
に
あ
り
て
風
に
逢

い
損
破
す
。
こ
れ
に
よ
り
貨
物
無
き
者
は
国
王
銀
を
発
し
て
撫
恤
す
。
貨
物
有

る
者
を
評
価
を
な
す
を
要
す
。
い
か
ん
せ
ん
、
貨
物
甚
だ
多
く
力
致
す
べ
き
無

し
。
兵
丁
等
甚
だ
囉
唆
を
致
に
よ
り
、
安
臧
、
国
相
、
法
司
、
総
理
司
等
と
と

も
に
数
次
館
に
到
っ
て
天
使
に
拝
見
し
、
実
を
剖
き
稟
明
し
、
遂
に
妥
当
致
す
。

本
年
の
冬
、同
僚
馬
氏
宮
平
親
方
良
廷
謝
恩
使
と
な
り
て
中
華
に
赴
く
に
よ
り
、

十
月
十
一
日
、
命
を
奉
じ
て
御
物
座
と
な
る
。

一
七
五
七
年
四
月
十
二
日
、
冊
封
典
礼
全
竣
に
よ
り
、
恭
し
く
褒
奨
を
蒙
り
、

紫
浮
織
冠
位
に
陞
る
。
十
九
日
、
御
小
姓
を
遣
わ
し
、
紫
地
浮
織
冠
皮
を
賜
る
。

二
十
二
日
、
朝
に
拝
す
る
の
日
、
謹
ん
で
御
花
一
籠
、
御
玉
貫
一
双
を
具
え
、

聖
上
及
び
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
、
王

妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
に
献
上
す
る
時
、
聖
上
御
書
院
奉
行
を
遣
わ
し
、
国

祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
国
母
馬
氏
佐
敷
按
司
加
那
志
、
王
妃
向
氏
野
嵩

按
司
加
那
志
紫
冠
大
親
官
を
遣
わ
し
、
御
花
各
一
籠
、
御
玉
貫
各
一
双
を
賀
賜

せ
ら
る
を
蒙
る
。

本
年
八
月
十
八
日
、
冊
封
典
礼
全
竣
に
よ
り
下
庫
理
当
官
を
遣
わ
し
、
皇
帝
欽

賜
の
水
色
緞
子
一
疋
を
頒
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
そ
の
書
左
記
す
。

（
原
文
草
書
）

　

御
意冠

船
に
付
い
て
専
ら
各
心
思
を
尽
く
し
、一
世
一
度
の
大
礼
を
首
尾
よ
く
遂
行
、

こ
の
事
に
喜
悦
候
。
こ
れ
に
よ
り
、
皇
帝
よ
り
拝
領
巻
物
の
内
一
本
こ
れ
を
給

い
候
也

　

八
月
十
八
日

一
七
五
七
年
の
秋
、
恭
し
く
大マ

マ

［
太
］
守
公
御
茶
二
壺
、
白
麻
十
六
束
、
鰹
節

一
箱
〈
内
に
百
塊
蔵
す
。
上
年
丙
子
（
一
七
五
六
年
）
に
寄
賜
あ
る
こ
と
な
し
。

こ
れ
に
よ
り
這
番
加
数
し
て
賜
う
。
法
司
職
に
任
じ
た
る
者
毎
年
寄
賜
せ
ら
る

を
例
と
な
す
。
故
に
煩
な
れ
ば
後
に
記
さ
ず
〉
を
寄
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。

一
七
五
九
年
九
月
二
十
三
日
、
卒
す
、
寿
は
六
十
三
。
翌
二
十
四
日
、
出
葬
の

時
、
恭
し
く
聖
上
庭
御
祭
文
一
本
及
び
御
香
五
本
、
御
花
一
籠
、
御
玉
貫
一
双

を
祭
賜
せ
ら
る
。
本
日
、
恭
し
く
国
祖
母
毛
氏
聞
得
大
君
加
那
志
、
国
母
馬
氏

佐
敷
按
司
加
那
志
、
王
妃
向
氏
野
嵩
按
司
加
那
志
使
を
遣
わ
し
て
、
御
香
各
五

本
、
御
花
各
一
籠
、
御
玉
貫
各
一
双
を
祭
賜
せ
ら
る
を
蒙
る
。
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「浦添親方安臧」冒頭

「毛姓世系図」（部分） 『毛姓家譜』（譜久村家）表紙


